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４月２日（木） 大　学 入学式

４月３日（金）～６日（月） 看　護

４月５日（日） 人　間 【新入生】オリエンテーション

４月７日（火） 看　護 講義開始

４月１１日（土） 人　間 講義開始

４月１３日（月） 大学院 履修登録締切

４月１５日（水） 看護Ｍ 【２回生】研究計画書提出期限 17時まで

４月１７日（金） 人間Ｍ 【２回生】中間報告会要旨提出期限 17時まで

４月２１日（火） 大　学 創立記念日

４月２４日（金）

～５月１日（金）

４月２６日（日） 人間Ｍ 中間報告会

５月１８日（月） 大　学 定例学生大会 午後

７月２６日（日） 大　学 オープンキャンパス

看護Ｄ

人間Ｄ

看護Ｍ

人間Ｍ

人間Ｍ 【１回生】研究計画書提出期限 17時まで

８月８日（土）

～８月１７日（月）

看護Ｄ

人間Ｄ

看護Ｄ

人間Ｄ

８月２３日（日） 人間Ｍ 【9月修了予定者】修士論文発表会

看護Ｄ

人間Ｄ

９月９日（水） 看　護 修了判定会議

９月１０日（木） 人　間 修了判定会議

９月１１日（金） 看護Ｍ 【2回生未提出者】研究計画書提出期限 17時まで

９月２３日（水） 大　学 修了式（9月修了者）

１０月１日（木） 大学院 後期講義開始

１０月８日（木）

～１０月１４日（水）

１１月７日（土）

～１１月８日（日）

看護Ｄ

人間Ｄ

看護Ｍ

人間Ｍ

看護Ｄ

人間Ｄ

２月１４日（日） 人間Ｍ 【3月修了予定者】修士論文発表会

看護Ｄ

人間Ｄ

３月４日（木） 人　間 修了判定会議

３月５日（金） 看　護 修了判定会議

３月６日（土） 看護Ｍ 修士論文発表会

３月１９日（金） 大　学 修了式

看護Ｄ

人間Ｄ
３月２２日（月） 【次年度9月修了予定者】第一次審査博士論文提出期限 17時まで

２月１３日（土） 【3月修了予定者】公聴会

２月２２日（月） 【未提出者・1回生】研究計画書提出期限 17時まで

2021年

１月２５日（月） 【3月修了予定者】博士論文提出期限 17時まで

１月２９日（金） 【3月修了予定者】修士論文提出期限 17時まで

大学院 履修登録変更期間

大　学 大学祭　※大学院講義あり

８月２２日（土） 【9月修了予定者】公聴会

９月７日（月） 【3月修了予定者】第一次審査博士論文提出期限 17時まで

大　学 夏期一斉休業期間

８月２０日（木） 【前年度未提出者】研究計画書提出期限 17時まで

７月２７日（月） 【9月修了予定者】博士論文提出期限 17時まで

７月３１日（金）
【9月修了予定者】修士論文提出期限 17時まで

令和2（2020）年度行事予定表

2020年

オリエンテーション

大学院 履修登録変更期間
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Ⅰ 大学院の沿革及び組織 

    １ 沿 革 

平成 10 年 4月 1 日 看護学研究科（修士課程）を設置、専門看護師コースと研究コース（家族看

護、看護管理学）を創設 

平成 12 年 3月 29 日 看護学研究科（修士課程）専門看護師コース（がん看護分野、家族看護分

野、小児看護分野、精神看護分野、老人看護分野） 

日本看護系大学協議会の専門看護師教育課程の認定 

平成 13 年 2月 10 日 看護学研究科（修士課程）専門看護師コース（地域看護分野） 

日本看護系大学協議会の専門看護師教育課程の認定 

平成 13 年 4月 1 日 人間生活学研究科（修士課程）を設置 

健康生活科学研究科（博士後期課程）を設置 

平成 14 年 4月 1 日 看護学研究科（修士課程）臨床看護研究コースを設置 

平成 16 年 3月     健康生活科学研究科 本学初となる「博士（看護学）」「博士（社会福祉学）」

の学位を授与 

平成 21 年 2月 20 日 看護学研究科（修士課程）専門看護師コース（慢性看護分野） 

日本看護系大学協議会の専門看護師教育課程の認定 

平成 22 年 2月 12 日 看護学研究科（修士課程）専門看護師コース（在宅看護分野） 

日本看護系大学協議会の専門看護師教育課程の認定 

平成 25 年 3月 8 日 看護学研究科（修士課程）専門看護師コース（がん看護分野、慢性看護分

野、小児看護分野、精神看護分野、在宅看護分野、老年看護分野） 

日本看護系大学協議会の専門看護師教育課程 38 単位の認定 

平成 26 年 3月 7 日 看護学研究科（修士課程）専門看護師コース（クリティカルケア看護分野） 

日本看護系大学協議会の専門看護師教育課程 38 単位の認定 

平成 23 年 4月 1日 大学の設置者を高知県公立大学法人に変更（許可） 

男女共学化により大学名称を高知県立大学に変更（届出）      

平成 24 年 6月 15 日 看護学研究科（修士課程）養護教諭専修免許状、高等学校教諭専修免許状

（看護）を取得するためのコースを設置 

人間生活学研究科（修士課程）中学校教諭専修免許状（英語）、高等学校教

諭専修免許状（英語）、栄養教諭専修免許状を取得するためのコースを設置 

平成 24 年 10 月 1 日 文部科学省平成 24 年度博士課程教育リーディングプログラムに「災害看護グ

ローバルリーダー養成プログラム」が採択 

平成 26 年 4月 1日 大学院を改組 

看護学研究科看護学専攻（博士前期課程・博士後期課程）を設置 

人間生活学研究科人間生活学専攻（博士前期課程・博士後期課程）

を設置 

看護学研究科に国内初となる国公私立５大学による共同教育課程 

「共同災害看護学専攻」（博士課程）を設置 

平成 26 年 4月 看護学研究科看護学専攻（博士前期課程）臨床看護研究コースを、実践リー

ダーコース（地域保健学、臨床看護学）として拡充 

平成 28 年 3月 31 日 健康生活科学研究科（博士後期課程）を廃止 

平成 28 年 4月 看護学研究科看護学専攻（博士前期課程）研究コースを拡充（小児看護学、

成人看護学、地域看護学） 

平成 30 年 3月 8 日 

 

看護学研究科看護学専攻（博士前期課程）専門看護師コース（家族看護分

野）日本看護系大学協議会の専門看護師教育課程 38 単位の認定 
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平成 30 年 4月 人間生活学研究科人間生活学専攻（博士後期課程）に文化学領域を設置 

令和 2年 4月 看護学研究科看護学専攻（博士前期課程）研究コースを拡充（共創看護学） 



4

 
 
 
 

２ 研究科・専攻（課程） 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究科 専攻（課程） コース 定員 学位 教員免許の種類 

看護学 
研究科 

看護学専攻 
（博士前期課程） 

CNS コース 
研究コース 

実践リーダーコース 
15 名 修士(看護学) 

高等学校教諭専修(看護) 
養護教諭専修 

看護学専攻 
（博士後期課程） 

 3 名 博士(看護学)  

共同災害看護学専攻 
（博士課程） 

 2 名 
博士(看護学) 

Disaster Nursing 
Global Leader 

 

人間生活学 
研究科 

人間生活学専攻 
（博士前期課程） 

 
英語・領域教育コース 
栄養・領域教育コース 

18 名 
（6 名） 
（2 名） 

修士(生活科学) 
修士(社会福祉学) 

修士(学術) 

中学校教諭専修(英語) 
高等学校教諭専修(英語) 

栄養教諭専修 

人間生活学専攻 
（博士後期課程） 

 
 

3 名 
 

博士(生活科学) 
博士(社会福祉学) 

博士(学術) 
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３　組　　　織

　

学生支援課総務企画課

事　務　局　長

事　務　局　次　長

教務支援部 図書情報部

事務局次長　（永国寺キャンパス担当）

教務課

学務支援室 図書情報部 地域連携部

地域連携課図書情報課
財務
施設課

財務
施設部

総務企画部 学生支援部

図書情報課入試課
国際

交流課
教務課

教育研究
戦略課

総務課 企画連携課
学生・就職

支援課
財務課

入
学
試
験
委
員
会

教授会

文
化
学
部

社
会
福
祉
学
部

看
護
学
部

研究科
委員会

看
護
学
研
究
科

人
間
生
活
学
研
究
科

健
康
栄
養
学
部

学
生
委
員
会

F
D
委
員
会

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

自
己
点
検
・
評
価
運
営
委
員
会

人
権
委
員
会

研
究
倫
理
委
員
会

教
務
委
員
会

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

広
報
委
員
会

教育研究審議会学 長

総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

健
康
長
寿
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

研
究
活
動
不
正
防
止
委
員
会

紀
要
委
員
会

教
員
評
価
委
員
会

学
術
研
究
戦
略
委
員
会

キ
ャ
リ
ア
支
援
委
員
会

大
学
教
育
改
革
委
員
会

地
域
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
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Ⅲ 研究科の目的・３つの方針 

１ 大学院の目的 

 

２ 看護学研究科の目的・３つの方針 

高知県立大学大学院は、学術の理論及び応用を教授研究し、その深奥を究めて、文化の進展に寄与する

ことを目的とする。 

看護学研究科の目的 

本研究科は、人間の存在と生命の尊厳に基づいて、広い視野に立って精深な学識を授け、看護学の学術基盤を充

実・発展させ、さらに革新することに寄与できる高度な教育・研究・実践能力を養うことを目的とする。 

博士前期課程は、広い視野に立って精深な学識を授け、高度な専門的実践能力と看護学分野における研究能力を

養うことを目的とする。 

博士後期課程は、看護学の学術的基盤を発展させるために看護学に関する学術と研究を国際的・学際的に推進し、

その深奥を究め、創造的に自立して研究活動を行う高度な専門的能力を養うことを目的とする。 

博士課程は、豊かなそして高度な看護学の専門知識を培い、学際的・国際的でグローバルな見識に基づいた研究

を発展させ、特に災害看護学に関してその深奥を極め、人間の安全保障の進展に寄与することを目的とする。 

 

看護学研究科 看護学専攻 博士前期課程 ３つのポリシー 

アドミッション・ポリシー（入学者受け入れ方針) 

博士前期課程は、広い視野に立って、精深な学識を授け、高度な専門的実践能力と看護学分野における研究能力

を有する人材を育成します。 

したがって、博士前期課程では、次のような人を求めています。 

１．看護理論や看護研究に対する基礎的知識と科学的思考力をもつ人 

２．専門的知識・技術に基づき看護を展開する能力をもつ人 

３．看護学を創造していくために必要な自らの看護観・人間観・倫理観をもつ人  

４．看護現象を多面的に捉え、看護学を探求する力をもつ人  

５．生涯にわたって高度実践看護職者・教育者として、研鑽し続ける力をもつ人 

６．社会の変化や健康課題についての問題意識をもち、保健医療福祉や看護学教育を革新したいと考えている人  

 

入学者選抜の基本方針 

 博士前期課程の入学試験は、「英語」「小論文」「専門科目」「面接」の試験を行ない、以下の能力を総合的に評価

します。 

英語 ：英文の読解能力と設問の内容を的確に把握し、解答する能力について評価します。 

小論文：看護学の発展に寄与する基礎的能力と看護に対する専門職業人としての能力（看護に関する志向性を含む）

について評価します。 

専門科目：基礎的理解力、科学的思考力、看護の専門的能力（専門的知識、基礎的実践能力）及び社会や健康に関

わる課題に対する問題意識について評価します。 

面接：看護専門職業人としての能力、基礎的な知的能力及び研究を遂行していく能力について評価します。実践リ
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ーダーコースにおいては面接時に提出された研究計画書を活用します。 

 

ディプロマ・ポリシー（修了・学位授与に関する方針） 

博士前期課程は、広い視野に立って精深な学識を授け、高度な専門的実践能力と看護分野における研究能力を養

うことを目的とする。 

 

１.個人-家族-地域を多角的、複眼的視点で捉え、看護専門領域に関する理論、関連領域の知識・技術、高い倫理観

を基盤として、エビデンスに基づく高度な看護実践ができる能力を有している。 

２.地域社会や生活環境の中で、人々が自立して健康生活を営むことができるように、地域の人々と協働して、健

康を促進する地域文化の形成・発展に貢献できる能力を有している。 

３.社会のニーズや健康に関する課題に積極的に関与し、他の職種の専門性を尊重した上で協働しながら社会状況

に対応する方略を開発する能力を有している。 

４.学際的視点をふまえて看護実践の場、教育や政策の場で看護現象を研究的視点でとらえ、論理的思考力、リー

ダシップとマネージメント力を発揮して変革者として貢献できる能力を有している。 

５.看護実践を支える科学的・哲学的基盤を理解し、看護研究を通して、看護学の体系化とその発展に貢献できる

教育・研究能力を有している。 

６.国際的動向や多様な文化に関する幅広い知識や最新の情報を備えて、看護をグローバルな視点から捉え、看護

の普遍性の追求と体系化に貢献できる能力を有している。 

 

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成方針） 

博士前期課程では、広い視野に立って精深な学識を授け、高度な専門的実践能力と看護学分野における研究能力

を養うために、教育理念に基づき、高度実践看護師（以下 CNS）コース、研究コース、及び実践リーダーコースを

設け、以下のようなカリキュラム（教育課程）を編成している。 

 

（構造・内容） 

１.カリキュラムを構成する科目群として「共通科目（大学院共通科目・専攻共通科目）」と「領域専門科目」の科

目群をおく。 

２.CNS コースは、がん看護学、慢性看護学、クリティカルケア看護学、小児看護学、老人看護学、精神看護学、家

族看護学、在宅看護学の 8 領域を設け、各領域で必要な講義・演習・実践演習・課題研究を含む、専門看護師認定

試験受験に必要な科目をおく。 

３.研究コースは、共創看護学、成人看護学、小児看護学、家族看護学、地域看護学、看護管理学の 6領域を設け、

各領域で必要な講義・演習・研究を含む専門科目をおく。 

４.実践リーダーコースは、臨床看護学と地域保健学の 2 領域を設け、各領域で必要な講義・演習・研究を含む科

目をおく。 

５.認定看護管理者認定審査受験、養護教諭専修免許、高等学校教諭（看護）専修免許に必要な科目をおく。 
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（順序性） 

６.１年次は看護学の学術的基盤を形成するために CNS コース、研究コース、実践リーダーコースともに共通科目

を学修するように配置し、１年次後半から２年次は専門性を高める領域専門科目、高度な専門的実践能力と看護学

分野における研究能力を獲得する科目を配置する。 

 

（教育方法） 

７.前期課程のディプロマ・ポリシーに沿う能力を学生の将来ビジョンに向けて修得できるように、CNS コース、研

究コース、実践リーダーコースの履修モデルを提示し、履修指導を行う。 

８.前期課程のディプロマ・ポリシーに沿う能力を学生が修得できるように、講義、演習、実習、研究指導を行う。

事前・事後課題、グループワーク、グループ討議、アクティブラーニング、シミュレーション等により、学生が主

体的に学ぶ方法、専門性を高める方法を取り入れる。 

９.実践リーダーコースは、大学院設置基準第 14 条特例に基づくコースで、授業は原則、土曜日・日曜日開講する。 

 

（評価方法） 

10.各講義科目・演習科目・実習科目では、前期課程のディプロマ・ポリシーに沿った達成目標および成績評価の方

法・基準をシラバスや実習要項により周知し、自己評価・授業評価、教員による評価を行う。修了時にはディプロ

マ・ポリシーに基づく評価（論文審査・最終試験）を行う。 

11.修了時には学生によるディプロマ・ポリシーの達成度、修士課程で修得すべき能力の評価、カリキュラム評価

を行い、カリキュラムの評価・改善を図り、教育の質保証を行う。 

 

看護学研究科 看護学専攻 博士後期課程 ３つのポリシー 

アドミッション・ポリシー（入学者受け入れ方針) 

博士後期課程は、看護学の学術基盤を発展させるために看護学に関する学術と研究を国際的・学際的に推進し、

その深奥を究め、創造的に自立して研究活動を行う高度な専門的能力を有する人材を育成します。 

したがって、博士後期課程では、次のような人を求めています。 

１.豊かな人間性と倫理観をもち、人々の健康や社会に対して探究する力をもつ人 

２.看護学の専攻分野の深い知識および柔軟な発想力と創造力をもつ人 

３.看護学に関連する課題に関心をもち、課題解決に向けて研究を遂行する力をもつ人 

４.普遍性を追求し、看護学の発展に寄与する意志をもつ研究者・教育者を目指す人 

５.国際的、学際的見地から看護研究や看護学教育を通して社会に貢献したいと考えている人 

 

入学者選抜の基本方針 

 博士後期課程の入学試験は、「英語」「小論文」の筆記試験を行い、口述試験と提出された研究計画書をもとに、

以下の能力を総合的に評価します。 

英語：英文の読解能力、設問の内容を的確に把握し解答する能力について評価します。 

小論文：看護学の学術基盤や研究の発展に寄与する能力（看護の志向性を含む）と論理性、抽象的思考力、分析力、
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独創性について評価します。 

口述試験：看護学の専門性、研究を進めていくために必要な能力について評価します。 

研究計画書：研究課題に対する知識、研究の意義、研究目的、研究方法、記述等について評価します。 

 

ディプロマ・ポリシー（修了・学位授与に関する方針） 

博士後期課程は、看護学の学術的基盤を発展させるために看護学に関する学術と研究を国際的・学際的に推進し、

その深奥を究め、創造的に自立して研究活動を行う高度な専門的能力を養うことを目的とする。 

 

１.看護の学識者としての責務を果たし、看護学の発展の基盤となる普遍性を有する看護哲学を追求し続ける能力

を有している。                           

２.看護学の学術的な基盤を発展させるために、グローバルスタンダードで看護学の知識や技術を研究開発し、看

護学にイノベーションをもたらす能力を有している。   

３.最新の看護学の知識や技術、看護関連分野の知見等を活用し、倫理的・文化的基盤を持って人や社会に貢献す

るケアの開発に取り組み、人々の安心な生活の実現や QOL の向上を推進していくことのできる能力を有している。 

４.看護学を発展させ新たな知見を創生する研究活動を行い、社会に向けて提言できる能力を有している。 

５.国内外の専門職と連携して、政策開発や意思決定に参加し、健康医療福祉システムの構築や変革をもたらす能

力を有している。 

６.科学的・学際的な基盤を持って人々の健康生活や健康文化を創造することに寄与する、次世代の高度実践看護

者を養成する高等教育を担う能力を有している。  

 

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成方針） 

博士後期課程では、看護学の学術的基盤を発展させるために看護学に関する学術と研究を国際的・学際的に推進

し、その深奥を究め、創造的に自立して研究活動を行う高度な専門的能力を養うために、教育理念に基づき以下の

ようなカリキュラム（教育課程）を編成している。 

 

（構造・内容） 

１.カリキュラムを構成する科目群として、専攻共通科目、専攻専門科目および研究支援科目の科目群をおく。 

２.分野として、がん看護学、成人看護学、小児看護学、精神看護学、家族看護学、地域看護学、在宅看護学、学校

保健学、共創看護学、看護病態生理学、看護経営管理学等の分野をおく。 

３.専攻共通科目は、看護学の学術的基盤を発展させ高度な研究能力を育成するためにおく。 

４.専攻専門科目は、新たな専門的知識の蓄積・精選・拡充などをはかり、特定の看護分野の専門性を構築する科

目としておく。 

５.研究支援科目は、研究課題を探究し、段階的に博士論文作成のプロセスを支持する科目としておく。 

 

（順序性） 

６.専攻共通科目と専門性に応じて専攻専門科目を選択し、コースワークを踏まえて、3年間にわたり看護学特別研
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究を履修できるように編成している。 

７.博士論文作成に向けて、1 年次には研究計画書の提出、2 年次には中間報告会の開催、3 年次には一次審査論文

の提出を課し、博士論文を提出するように編成している。 

 

（教育方法） 

８.後期課程のディプロマ・ポリシーに沿う能力を修得できるように、履修モデルに基づき履修指導を行い、コー

スワークの推進、博士論文作成指導、学位審査等の教育のプロセスを支援する。 

９.研究能力を高めるために、入学時より主指導教員および副指導教員をおき、複数指導教員体制で博士論文作成

指導にあたる。 

 

（評価方法） 

10.後期課程のディプロマ・ポリシーに沿った達成目標および成績評価の方法・基準を周知し、自己評価・授業評

価、教員による評価を行う。修了時にはディプロマ・ポリシーに基づく評価、博士課程で修得すべき能力の評価等

（最終試験）を行う。 

11.博士論文は、主指導教員および副指導教員による研究計画書審査、倫理審査、中間報告会、公聴会を経て、博士

論文審査基準に基づき学位審査委員会において審査を行う。 

 

看護学研究科 共同災害看護学専攻 博士課程 ３つのポリシー 

アドミッション・ポリシー（入学者受け入れ方針) 

本大学院の理念・目的に基づき、次のような資質をもつ人材を受け入れます。 

○災害看護グローバルリーダーとしてのビジョンを持っている人材。 

○災害看護グローバルリーダーとしての活動にコミットメントでき、その能力を伸ばしていける人材。 

 

ディプロマ・ポリシー（修了・学位授与に関する方針） 

修了要件は、履修単位を５０単位以上修得し、かつ必要な研究指導を受けて、博士論文の審査及び最終試験に合

格することを定めています。審査においては、本課程の教育目的に対応した能力について総合的に評価を行い、修

了要件を満たす者に博士（看護学）とし、（DNGL：Disaster Nursing Global Leader）を付記した、学位を授与しま

す。 

 

○人間の安全保障を理念として、いかなる災害状況でも「その人らしく健康に生きる」ことを支援することができ

る能力を有している。 

○災害サイクル諸局面において「健康に生きるための政策提案」に取り組むことができる能力を有している。 

○グローバルな視点から安全安心社会の実現に向けて、産学官との連携を築き、制度やシステムを変革できる能力

を有している。 

○学際的な視点、国際的な視点から災害看護学を構築し、災害看護学を研究開発できる能力を有している。 
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３ 人間生活学研究科の目的・３つの方針 

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成方針） 

豊かで高度な看護学専門知識を培い、学際的・国際的でグローバルな見識に基づいた研究を発展させ、特に災害

看護学に関してその深奥を極め、人間の安全保障の進展に寄付する災害看護のグローバルリーダーを養成するため

に、教育目的に基づき以下のようなカリキュラム（教育課程）を編成しています。 

 

○カリキュラムは、災害看護学の基盤となる「看護学の基盤に関する科目群」「災害看護グローバルリーダーに必

要な学際的な科目群」、災害看護学を学問として構築する能力を養うための「災害看護学に関する科目群」、災害看

護学に関する専門的な実践や研究、グローバルリーダーとしての機能・役割を身につけるための「災害看護学演習」

「災害看護学実習」および「災害看護学に関する研究支援科目群」の６つの科目群によって構成する。 

○学生が自分の関心や課題に沿って自律的に学び、グローバルリーダーとしての能力を培うことができるように、

「災害看護学演習」および「災害看護学実習」の科目群に「インディペンデンストスタディ」を科目として置く。 

○構成大学院（「高知県立大学大学院看護学研究科」「兵庫県立大学大学院看護学研究科」「千葉大学大学院看護学

研究科」「東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科」「日本赤十字看護大学大学院看護学研究科」）は、学生が各

構成大学院から１０単位以上の履修ができるように必要な科目を開講する。 

○学修の課程で、その成果を確認するために Preliminary Examination と Qualify Examination を行う。 

○構成大学院の専任教員による研究指導体制の下で、災害看護学に関連する理論、高度な実践や研究についての知

識を統合して災害看護学の「博士論文」を作成し、提出できるように編成している。 

 

人間生活学研究科の目的 

博士前期課程は、広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力又は高度の専門性を要する職

業等に必要な高度の能力を養うことを目的とする。 

博士後期課程は、人間生活に関する学術と研究を推進し、その深奥を究め、自立して創造的な研究活動を行う高

度な専門的能力を養うことを目的とする。 

 

人間生活学研究科 人間生活学専攻 博士前期課程 ３つのポリシー 

アドミッション・ポリシー（入学者受け入れ方針) 

博士前期課程は、人間生活学に根ざした教育・研究を基盤とし、総合的な視座から地域社会の生活課題に取り組

むことのできる人材を養成することを目的とする。このために、入学選抜の基本方針として、以下の資質を有する

人を受け入れることとする。 

１．人間生活や地域にかかわる諸課題に関心を持ち、その究明・解決に向けて、強い目的意識や探究心をもって取

組もうとする人 

２．課題に対して積極的に取組む熱意と主体的に学ぶ意欲、やり遂げる強い意志をもつ人 

３．専攻する領域に関する基礎となる知識と柔軟な思考力をもつ人 

４．地域社会において栄養・生活、社会福祉、文化の面から住民と協働し、地域のシステムづくりを計画・遂行し
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ていく連携・調整能力及び協調性を備えた人間性豊かな人 

 

入学者選抜の基本方針 

博士前期課程における入学選抜の出願区分として「一般」「社会人」及び「外国人留学生」をおく。選抜の基本方

針は以下のとおりとする。 

  

・一般（入試） 

本区分は、大学を卒業した人及び当該年度に大学を卒業見込みの人などを受験対象者とする。選抜のための方法は、

以下の２点によるものとする。 

筆記試験：小論文を課すことにより、設問内容の的確な把握と解答、解答内容と志望領域の専門性との整合性、文

章表現力等について評価する。 

口述試験：「研究計画書」に基づく発表と質疑応答をおこない、本研究科への適性や研究を遂行する基礎的能力な

どについて評価する。本研究科への適性は、次のうちいずれか１つ以上に該当するかどうかで判断する。地域課題

解決に貢献しようと考えているか、高度な専門的力量を身につけたいと考えているか、志望領域の専門的な知識や

経験を問題解決のために生かそうと考えているか、などである。 

研究を遂行する基礎的能力は次の諸点で評価する。研究内容（目的・方法・期待される結果）及び研究の特色（新

規性・独創性）を明確に把握しているか、志望領域の専門的な基礎知識があるか、などである。 

 

・社会人（入試） 

本区分は、大学を卒業した人などで、企業、官公庁、教育機関、研究機関及びその他各種団体での在職経験を有す

るまたは社会活動経験のある人で、かつ、受験者や受験者の研究テーマに関して理解している個人が推薦する人を

受験対象者とする。選抜のための方法は、以下の２点によるものとする。 

プレゼンテーション：「志願理由書」に基づくプレゼンテーションと質疑応答により、志望動機、活動・意欲、態度

などについて評価する。 

面接試験：「研究構想書」に基づく質疑応答をおこない、本研究科で何を学びたいのか、受験者の専門性、研究構想

内容の適切さ、志望領域の専門的な基礎知識、入学後の学習等についての計画などについて評価する。 

なお、本区分での出願にあたっては、大学院入試説明会に出席した上で事前面談を経なければならない。 

 

・外国人留学生（入試） 

本区分は、大学を卒業した人などで、日本国籍及び日本における永住資格を有しない人で、かつ「日本語能力試験

（N２又は２級）」に合格した人を出願対象とする。選抜のための方法は、以下の２点によるものとする。 

プレゼンテーション：「志願理由書」に基づくプレゼンテーションと質疑応答により、志望動機、活動・意欲、態度

などについて評価するとともに、日本語の会話能力について確認をする。 

面接試験：「研究構想書」に基づく質疑応答をおこない、本研究科で何を学びたいのか、受験者の専門性、研究構想

内容の適切さ、志望領域の専門的な基礎知識、入学後の学習等についての計画などについて評価する。 
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ディプロマ・ポリシー（修了・学位授与に関する方針） 

博士前期課程では、地域社会の生活課題を解決・調整することのできる高度専門職業人としての能力を養成する

ことを目的とする。 

 

１．共通ディプロマ・ポリシー 

１）専攻領域における研究遂行にとって必要とされる学術的知識を有している。 

２）専攻領域以外の領域にわたる幅広く深い学術的学識を有している。 

３）地域社会の特性を踏まえて追究すべき研究課題を発見することができる。 

４）地域社会をシステムとして捉えた研究を実践することができる。 

５）設定した研究課題を科学的視点で捉え、結論を導出することができる。 

６）研究を通じて得られた知見や技術を口頭または論文の形で共有化することができる。 

７）対象とする研究課題を自律的に遂行することができる。 

８）学問の体系化への貢献とあわせて実践的研究を志向し、得られた成果を地域社会に還元することができる。 

９）研究倫理について的確に理解・遵守し学術研究活動を行うことができる。 

 

２．領域（学位名称）別ディプロマ・ポリシー 

（１）栄養・生活学領域 ＜修士（生活科学）＞ 

１）生活・栄養の分野における専門的な知識を人間の生活に関して焦点化することができる。 

２）地域における生活・栄養分野の課題を複雑系科学の視点で捉えるとともに、課題解決のための具体的方策を検

証することができる。 

 

（２）社会福祉学領域 ＜修士（社会福祉学）＞ 

１）社会福祉の分野における専門的な知識と技術を人間の生活に関して焦点化することができる。 

２）地域における福祉分野の課題を科学的視点で捉えるとともに、ミクロ・メゾあるいはマクロの観点から課題解

決のための具体的な方策を検証することができる。 

 

（３）文化学領域 ＜修士（学術）＞ 

１）文化研究における専門的な知識と技術を、人間の生活に関して焦点化することができる。 

２）設定した研究課題を人文科学的方法論または社会科学的方法論に則り検証することができる。 

 

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成方針） 

博士前期課程では、地域社会の生活課題を解決・調整することのできる高度専門職業人としての能力を養成する

ことを目的とする。この目的のために、以下の方針に基づき本課程のカリキュラムを編成する。 

 

１．共通カリキュラム・ポリシー 

（構造・内容） 
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１）カリキュラムを構成する科目区分として、「共通科目（大学院共通科目・人間生活学研究科科目）」「栄養・生活

学領域科目」「社会福祉学領域科目」「文化学領域科目」「英語・領域教育コース科目」「栄養・領域教育コース科目」

の科目群をおく。また、研究能力を総合的に養成するための研究指導科目として、領域ごとに「課題研究演習」を

おく。 

２）栄養・生活学領域科目に「食物科学」「人間栄養学」「栄養・生活学」の科目群をおく。 

３）社会福祉学領域科目に「福祉専門基礎」「地域・国際福祉」「介護・高齢者福祉」「障害者福祉」「児童・家庭福

祉」の科目群をおく。 

４）文化学領域科目に「地域文化」「日本文化」「英語文化」の科目群をおく。 

５）栄養・領域教育コース科目に「食物科学」「人間栄養学」「栄養・生活学」の科目群をおく。 

６）英語・領域教育コース科目に「英語・国際文化研究」の科目群をおく。 

 

（順序性） 

７）研究の基礎的能力を修得させるため、1年次に共通科目の「研究と倫理」（必修）と「研究方法論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」

（選択必修）を履修させる。 

 

（教育方法） 

８）学生の志望に従い、博士前期課程のディプロマ・ポリシーの能力を修得できるように、履修指導を行う。 

９）博士前期課程のディプロマ・ポリシーに沿う能力を学生が修得できるように、講義、演習、研究指導をバラン

スよく行う。事前・事後課題、グループ討議、アクティブラーニングなどにより、学生が主体的に学ぶ方法を取り

入れる。 

 

（評価方法） 

10）講義や演習では、博士前期課程のディプロマ・ポリシーに沿った達成目標や成績評価の方法・基準を周知し、

評価を行う。修了時にはディプロマ・ポリシーに基づく評価（論文審査・最終試験）を行う。 

11）学生によるカリキュラム評価を行い、その結果に基づいてカリキュラムの改善を図る。 

 

２．領域別カリキュラム・ポリシー 

（１）栄養・生活学領域 ＜修士（生活科学）＞ 

栄養・生活学領域の修了要件として、共通科目から 6 単位以上、栄養・生活学領域を中心として 3つの領域科目

から 18 単位以上、研究指導科目 6単位を履修し、計 30 単位以上を修得し、かつ必要な研究指導を受けて、修士論

文の審査及び最終試験に合格することを定めている。 

 

（順序性） 

１）複数の領域にわたる幅広い学識を修得させるため、1 年次から、栄養・生活学領域科目を中心に、共通科目や

社会福祉学領域科目、文化学領域科目から履修させる。 

２）課題を発見し、その解決を明らかにするための研究力を修得させ、修士論文の完成へと導くため、「栄養・生活

学課題研究演習」を履修させる。 

 

（教育方法） 

３）栄養・生活学領域の主研究指導教員と副研究指導教員 1名ずつ以外に、他の領域の副研究指導教員から多様な

視点による研究指導を行う。また、学期ごとに 1回、主研究指導教員と副研究指導教員による合同指導会を実施す

る。 

 

（２）社会福祉学領域 ＜修士（社会福祉学）＞ 

社会福祉学領域の修了要件として、共通科目から 6単位以上、社会福祉学領域を中心として 3 つの領域科目から

18 単位以上、研究指導科目 6 単位を履修し、計 30 単位以上を修得し、かつ必要な研究指導を受けて、修士論文の

審査及び最終試験に合格することを定めている。 

 

（順序性） 

１）複数の領域にわたる幅広い学識を修得させるため、1 年次から、社会福祉学領域科目を中心に、共通科目や栄

養・生活学領域科目、文化学領域科目から履修させる。 

２）課題を発見し、その解決を明らかにするための研究力を修得させ、修士論文の完成へと導くため、「社会福祉

学課題研究演習」を履修させる。 

 

（教育方法） 

３）社会福祉学領域の主研究指導教員と副研究指導教員 1名ずつ以外に、他の領域の副研究指導教員から多様な視

点による研究指導を行う。また、学期ごとに 1回、主研究指導教員と副研究指導教員による合同指導会を実施する。 

 

（３）文化学領域 ＜修士（学術）＞ 

文化学領域の修了要件として、共通科目から 6 単位以上、文化学領域を中心として 3 つの領域科目から 18 単位

以上、研究指導科目 6 単位を履修し、計 30 単位以上を修得し、かつ必要な研究指導を受けて、修士論文の審査及

び最終試験に合格することを定めている。 

 

（順序性） 

１）複数の領域にわたる幅広い学識を修得させるため、1 年次から、文化学領域科目を中心に、共通科目や栄養・

生活学領域科目、社会福祉学領域科目から履修させる。 

２）課題を発見し、その解決を明らかにするための研究力を修得させ、修士論文の完成へと導くため、「文化学課

題研究演習」を履修させる。 

 

（教育方法） 

３）文化学領域の主研究指導教員と副研究指導教員 1 名ずつ以外に、他の領域の副研究指導教員から多様な視点に

よる研究指導を行う。また、学期ごとに 1回、主研究指導教員と副研究指導教員による合同指導会を実施する。 
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学課題研究演習」を履修させる。 

 

（教育方法） 

３）栄養・生活学領域の主研究指導教員と副研究指導教員 1名ずつ以外に、他の領域の副研究指導教員から多様な

視点による研究指導を行う。また、学期ごとに 1回、主研究指導教員と副研究指導教員による合同指導会を実施す

る。 

 

（２）社会福祉学領域 ＜修士（社会福祉学）＞ 

社会福祉学領域の修了要件として、共通科目から 6単位以上、社会福祉学領域を中心として 3 つの領域科目から

18 単位以上、研究指導科目 6 単位を履修し、計 30 単位以上を修得し、かつ必要な研究指導を受けて、修士論文の

審査及び最終試験に合格することを定めている。 

 

（順序性） 

１）複数の領域にわたる幅広い学識を修得させるため、1 年次から、社会福祉学領域科目を中心に、共通科目や栄

養・生活学領域科目、文化学領域科目から履修させる。 

２）課題を発見し、その解決を明らかにするための研究力を修得させ、修士論文の完成へと導くため、「社会福祉

学課題研究演習」を履修させる。 

 

（教育方法） 

３）社会福祉学領域の主研究指導教員と副研究指導教員 1名ずつ以外に、他の領域の副研究指導教員から多様な視

点による研究指導を行う。また、学期ごとに 1回、主研究指導教員と副研究指導教員による合同指導会を実施する。 

 

（３）文化学領域 ＜修士（学術）＞ 

文化学領域の修了要件として、共通科目から 6 単位以上、文化学領域を中心として 3 つの領域科目から 18 単位

以上、研究指導科目 6 単位を履修し、計 30 単位以上を修得し、かつ必要な研究指導を受けて、修士論文の審査及

び最終試験に合格することを定めている。 

 

（順序性） 

１）複数の領域にわたる幅広い学識を修得させるため、1 年次から、文化学領域科目を中心に、共通科目や栄養・

生活学領域科目、社会福祉学領域科目から履修させる。 

２）課題を発見し、その解決を明らかにするための研究力を修得させ、修士論文の完成へと導くため、「文化学課

題研究演習」を履修させる。 

 

（教育方法） 

３）文化学領域の主研究指導教員と副研究指導教員 1 名ずつ以外に、他の領域の副研究指導教員から多様な視点に

よる研究指導を行う。また、学期ごとに 1回、主研究指導教員と副研究指導教員による合同指導会を実施する。 
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人間生活学研究科 人間生活学専攻 博士後期課程 ３つのポリシー 

アドミッション・ポリシー（入学者受け入れ方針) 

博士後期課程は、人間生活学を基盤とした教育・研究を基盤とし、自立した研究者として知識、基盤社会を支え

る能力と次世代の高等教育を担う人材を養成することを目的とする。このために、入学選抜の基本方針として、以

下の資質を有する人を受け入れることとする。 

１．社会の生活課題に関心を有し、明確な目的意識、強い探究心、並びに研究的手法をもって課題の解決に取り組

もうとする人 

２．課題達成への強い熱意をもち、学術研究に意欲的に取り組む人 

３．専門分野に関する深い知識、柔軟な発想力及び創造力をもつ人 

４．地域社会において栄養・生活、社会福祉、文化の面から住民と協働し、地域のシステムづくりを計画・遂行し

ていく連携・調整能力及び協調性を備えた人間性豊かな人であると同時に、人間生活の向上に寄与できる豊かな人

間性と研究倫理を有し、研究者及び高等教育を担う教育研究者をめざす人 

 

入学者選抜の基本方針 

 博士後期課程の入学選抜では、「筆記試験」「領域専門」及び「口述試験」をおこない、提出された研究計画書と

併せて、以下の能力を総合的に評価する。 

  

筆記試験：専攻する領域における外国語（英語）の読解力、設問の内容を的確に把握し、解答する能力について評

価する。 

領域専門：社会福祉学領域及び文化学領域では、小論文により、研究を進めるうえでの専門知識と論理性、抽象的

思考力、分析力、独創性、設問の内容を的確に把握し解答する能力について評価する。栄養・生活学領域では、プ

レゼンテーションにより、これまで行ってきた研究の独創性、資料の完成度、発表の態度、提出された研究計画書

との整合性及び、質疑応答について評価する。 

口述試験：研究計画についての発表と質疑応答をおこない、志願領域の専門性や、研究を進めていくための必要な

能力について評価する。 

研究計画書：研究課題に対する知識、研究の意義、研究目的、研究方法、記述等について評価する。 

 

ディプロマ・ポリシー（修了・学位授与に関する方針） 

博士後期課程は、博士前期課程において修得した知識及び技術を基盤とし、自立して継続的な研究活動を遂行で

きる高度専門職業人としての能力及び高等教育の発展に寄与する教育研究者としての能力を涵養することを目的

とする。 

 

１．共通ディプロマ・ポリシー 

１）研究分野に関する国内外の動向を俯瞰的に把握し，自己の研究の位置づけを明確にすることができる。 

２）既存の知識や技術の応用に新たな視点を加え，知の創造に繋げることができる。 

３）人間生活に変革をもたらす政策開発ならびに意思決定への参画に繋がる研究を行うことができる。 
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４）自己の研究を自立して展開していく態度と能力を有している。 

５）研究倫理に則り研究を完遂できる態度と能力を有している。 

 

２．領域（学位名称）別ディプロマ・ポリシー 

（１）栄養・生活学領域 ＜博士（生活科学）＞ 

１）栄養・生活の分野にかかわる課題の中から研究テーマを設定・遂行し、当該分野の発展に寄与する成果を得る

ことができる。 

２）栄養・生活の分野における研究の発展に寄与できるよう、新たな知見を学会ならびに専門誌等で研究成果を公

表する能力を有すると同時に、社会に向けて提言できる能力を有している。 

３）高等教育機関における教授者として次世代の栄養・生活の分野にかかわる専門職教育を担う資質を有している。 

 

（２）社会福祉学領域 ＜博士（社会福祉学）＞ 

１）社会福祉の分野にかかわる課題の中から研究テーマを設定・遂行し、当該分野の発展に寄与する成果を得るこ

とができる。 

２）社会福祉の分野における研究の発展に寄与できるよう、新たな知見を学会ならびに専門誌等で研究成果を公表

する能力を有すると同時に、社会に向けて提言できる能力を有している。 

３）高等教育機関における教授者として次世代の社会福祉の分野にかかわる専門職教育を担う資質を有している。 

 

（３）文化学領域 ＜博士（学術）＞ 

１）文化の分野にかかわる課題の中から研究テーマを設定・遂行し、当該分野の発展に寄与する成果を得ることが

できる。 

２）文化の分野における研究の発展に寄与できるよう、新たな知見を学会ならびに専門誌等で研究成果を公表する

能力を有すると同時に、社会に向けて提言できる能力を有している。 

３）高等教育機関における教授者として次世代の文化の分野にかかわる専門職教育を担う資質を有している。 

 

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成方針） 

博士後期課程は、博士前期課程において修得した知識及び技術を基盤とし、自立して継続的な研究活動を遂行で

きる高度専門職業人としての能力及び高等教育の発展に寄与する教育研究者としての能力を涵養することを目的

とする。本課程は、以下の方針に基づきカリキュラムを編成する。 

 

１．共通カリキュラム・ポリシー 

（構造・内容） 

１）カリキュラムを構成する主要科目群として、「共通科目」、「専門科目」及び「研究指導科目」をおく。 

２）共通科目群は、人間生活に係わる諸問題に対し、多角的な視点から接近することのできる能力を涵養すること

を目的とする。 

３）専門科目群に、「栄養・生活学」、「社会福祉学」、及び「文化学」の３領域をおく。 
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４）専門科目群は、学術研究の動向についての理解を深化させることを目的とする。 

５）研究指導科目として、領域ごとに「特別研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」をおく。 

 

（評価方法） 

６）博士後期課程のディプロマ・ポリシーに沿った到達目標並びに成績評価の方法及び基準を周知する。 

７）博士後期課程の修了時には、ディプロマ・ポリシーに基づく評価、博士後期課程で修得すべき能力の評価等の

最終試験を実施する。 

８）学位授与の審査は、主研究指導教員及び副研究指導教員による研究計画書審査、中間報告会、博士論文第一次

審査及び公聴会における口頭発表を経た後、博士論文審査基準に準拠し学位審査委員会において審査を行う。 

 

２．領域別カリキュラム・ポリシー 

（１）栄養・生活学領域 ＜博士（生活科学）＞ 

（順序性） 

１）複数の領域にわたる幅広い学識を修得させるコースワークとして、1 年次に栄養・生活学領域科目を中心とし

つつ、共通科目や社会福祉学領域科目、文化学領域科目からも履修させる。 

２）分析に必要な知識及び技法を修得しながら、主体的な問題意識に沿って研究課題を設定し、合理的で遂行可能

な研究計画を立案させるため、1 年次に「栄養・生活学特別研究Ⅰ」を履修させる。加えて研究計画書の提出をさ

せる。 

３）研究計画書に従って研究を進め、指導教員とともに検討をするため、2 年次に「栄養・生活学特別研究Ⅱ」を

履修させる。また加えて、その成果を中間報告会で発表させる。 

４）収集した資料やデータを分析・検証しながら博士論文の執筆へと移行していくことができるように、3 年次に

「栄養・生活学特別研究Ⅲ」を履修させる。博士論文第一次審査を 9月におこない、1月に博士論文を提出させる。 

 

（教育方法） 

５）学生の志望に従い、博士後期課程のディプロマ・ポリシーの能力を修得できるように、履修指導を行い、コー

スワークを履修させ、博士論文作成に至るための支援をする。 

６）多様な視点から研究指導が得られるように、栄養・生活学領域の主研究指導教員と副研究指導教員各 1 名のほ

か、他領域から副研究指導教員を選ぶこととする。必要に応じて人間生活学研究科以外の教員・研究者を副研究指

導教員として入れる。 

 

（２）社会福祉学領域 ＜博士（社会福祉学）＞ 

（順序性） 

１）複数の領域にわたる幅広い学識を修得させるコースワークとして、1 年次に社会福祉学領域科目を中心としつ

つ、共通科目や栄養・生活学領域科目、文化学領域科目からも履修させる。 

２）分析に必要な知識及び技法を修得しながら、主体的な問題意識に沿って研究課題を設定し、合理的で遂行可能

な研究計画を立案させるため、1 年次に「社会福祉学特別研究Ⅰ」を履修させる。加えて研究計画書の提出をさせ
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る。 

３）研究計画書に従って研究を進め、指導教員とともに検討をするため、2 年次に「社会福祉学特別研究Ⅱ」を履

修させる。また加えて、その成果を中間報告会で発表させる。 

４）収集した資料やデータを分析・検証しながら博士論文の執筆へと移行していくことができるように、3 年次に

「社会福祉学特別研究Ⅲ」を履修させる。博士論文第一次審査を 9 月に行い、1月に博士論文を提出させる。 

 

（教育方法） 

５）学生の志望に従い、博士後期課程のディプロマ・ポリシーの能力を修得できるように、履修指導を行い、コー

スワークを履修させ、博士論文作成に至るための支援をする。 

６）多様な視点から研究指導が得られるように、社会福祉学領域の主研究指導教員と副研究指導教員各 1 名のほ

か、他領域から副研究指導教員を選ぶこととする。必要に応じて人間生活学研究科以外の教員・研究者を副研究指

導教員として入れる。 

 

（３）文化学領域 ＜博士（学術）＞ 

（順序性） 

１）複数の領域にわたる幅広い学識を修得させるコースワークとして、1 年次に文化学領域科目を中心としつつ、

共通科目や栄養・生活学領域科目、社会福祉学領域科目からも履修させる。 

２）分析に必要な知識及び技法を修得しながら、主体的な問題意識に沿って研究課題を設定し、合理的で遂行可能

な研究計画を立案させるため、1年次に「文化学特別研究Ⅰ」を履修させる。加えて研究計画書の提出をさせる。 

３）研究計画書に従って研究を進め、指導教員とともに検討をするため、2 年次に「文化学特別研究Ⅱ」を履修さ

せる。加えて、その成果を中間報告会で発表させる。 

４）収集した資料やデータを分析・検証しながら博士論文の執筆へと移行していくことができるように、3 年次に

「文化学特別研究Ⅲ」を履修させる。博士論文第一次審査を 9月に行い、1月に博士論文を提出させる。 

 

（教育方法） 

５）学生の志望に従い、博士後期課程のディプロマ・ポリシーの能力を修得できるように、履修指導を行い、コー

スワークを履修させ、博士論文作成に至るための支援をする。 

６）多様な視点から研究指導が得られるように、文化学領域の主研究指導教員と副研究指導教員各 1名のほか、他

領域から副研究指導教員を選ぶこととする。必要に応じて人間生活学研究科以外の教員・研究者を副研究指導教員

として入れる。 
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電話（内線）

847-8703
(3419)

職　　名

教      授

教      授

教      授

教      授

教      授

教      授

教      授

教      授

教      授

教      授

教      授

教      授

教      授

教      授

教      授

教      授

教      授

教      授

准  教  授

准  教  授

准  教  授

准  教  授

准  教  授

准  教  授

准  教  授

准  教  授

講　　　師

Ⅳ　教員名簿

看護学研究科

氏　　　　　名 担当科目 研 究 室

職　　　名 氏　　　名

大 川 宣 容

田 井 雅 子

池 キ ャ ン パ ス (C305 研 究 室 )

847-8723(3319)

ケア論、慢性看護ケア研究、慢性看
護方法論、慢性看護学実践演習ほか

大 川 宣 容

久 保 田 聰 美
看護管理論、システム経営管理論、
看護管理の動向と展望ほか

神 原 咲 子

池 キ ャ ン パ ス (C205 研 究 室 )
看護理論と実践、看護学基盤論、学
校保健研究ほか

病態生理学、フィジカルアセスメン
ト特論、バイオメトリクス看護学演
習ほか

池 キ ャ ン パ ス (C419 研 究 室 )

研究室

池 キ ャ ン パ ス (C119 研 究 室 ) 847-8748(3119)

847-8729(3104)

池 キ ャ ン パ ス (C302 研 究 室 )

森 本 悦 子
緩和ケア特論、がん看護方法論、が
ん看護実践演習ほか

データ分析方法論Ⅰ、看護管理論、
システム経営管理論、看護サービス
管理論ほか

研　究　科　長

瓜 生 浩 子
家族看護論、家族看護方法論Ⅰ・
Ⅱ、家族看護学実践演習ほか

地域看護論、看護学基盤論、地域ケ
ア研究、地域保健学専門演習ほか

看護倫理、看護学基盤論、臨床倫
理、老人看護ケア研究、老人看護論
ほか

精神看護方法論、精神看護展開論、
精神看護学実践演習ほか

畦 地 博 子

池 添 志 乃

看護理論と実践、看護研究と実践、
共創看護学セミナーほか

池 キ ャ ン パ ス (C304 研 究 室 )

池キャンパス(C419研究室)

電話（内線）

847-8631(3308)

847-8720(3304)

池 キ ャ ン パ ス (C319 研 究 室 )

クリティカルケア看護方法論、クリ
ティカルケア看護学実践演習ほか

847-8755(3204)

847-8714(3305)

池 キ ャ ン パ ス (C308 研 究 室 )

847-8712(3205)

池 キ ャ ン パ ス (C204 研 究 室 )

847-8703(3419)

池 田 光 徳 池 キ ャ ン パ ス (C104 研 究 室 )

看護学専攻（博士前期課程）

内 田 雅 子

グローバルヘルス、最新専門看護実
践講座Ⅰ･Ⅱ

竹 﨑 久 美 子 池 キ ャ ン パ ス (C402 研 究 室 )

看護倫理,がん看護論、がん看護方法
論、がん看護課題研究ほか

847-8705(3402)

847-8704(3301)

藤 代 知 美
精神看護展開論、精神看護学実践演
ほか

川 上 理 子
在宅看護方法論、在宅看護展開論、
在宅看護学実践演習ほか

藤 田 佐 和

内 川 洋 子

山 田 覚

森 下 安 子
在学看護論、在宅看護展開論、在宅
看護方法論、看護ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論ほか

高 谷 恭 子

長 戸 和 子
家族看護論、家族看護方法論Ⅰ・
Ⅱ、家族看護学実践演習ほか

時 長 美 希

池 キ ャ ン パ ス (C403 研 究 室 )

看護研究と実践、小児看護論、ここ
ろの発達ほか

池 キ ャ ン パ ス (C219 研 究 室 ) 847-8614(3219)

池 キ ャ ン パ ス (C408 研 究 室 )

847-8715(3302)

木 下 真 里
グローバルヘルス、最新専門看護実
践講座Ⅰ･Ⅱ

池 キ ャ ン パ ス (C208 研 究 室 ) 847-8762(3208)

847-8708(3201)

池 キ ャ ン パ ス (C301 研 究 室 )

847-8718(3403)

847-8616(3408)

847-8716(3303)

847-8709(3202)

池 キ ャ ン パ ス (C303 研 究 室 )

池 キ ャ ン パ ス (C201 研 究 室 )

池 キ ャ ン パ ス (C202 研 究 室 )

847-8702(3306)

池 キ ャ ン パ ス (C103 研 究 室 ) 847-8719(3103)

看護管理展開論、看護マネジメント
論、看護教育学研究方法Ⅰ･Ⅱほか

池 キ ャ ン パ ス (C306 研 究 室 )

有 田 直 子
小児看護方法論、小児看護学実践演
習、看護コンサルテーション論ほか

池 キ ャ ン パ ス (C401 研 究 室 ) 847-8779(3401)

飯 高 伸 五 学際的研究方法

池 キ ャ ン パ ス (C406 研 究 室 ) 847-8727(3406)

中 野 綾 美
看護研究と実践、小児看護論、小児
看護方法論Ⅰほか

池 キ ャ ン パ ス (C203 研 究 室 ) 847-8710(3203)

佐 東 美 緒
小児看護対象論、小児看護方法論、
小児看護ケア研究ほか

池 キ ャ ン パ ス (C206 研 究 室 ) 847-8713(3206)

永国寺キャンパス(A505研究室) 821-7165(1505)

吉 川 孝 学際的研究方法 永国寺キャンパス(A504教員室) 821-7164(1504)

渡 邊 聡 子 母性・助産看護ケア研究
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職　　名

教      授

教      授

教      授

教      授

教      授

教      授

教      授

教      授

教      授

教      授

教      授

教      授

教      授

教      授

教      授

准  教  授

特 任 教 授

職　　名

教　　  授

教      授

教      授

准  教  授

特 任 講 師

847-8717(3204)

成人看護学Ⅱ 池 キ ャ ン パ ス (C419 研 究 室 ) 847-8703(3419)

内 田 雅 子
成人看護学Ⅰ・Ⅱ、看護学特別研究
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

池 キ ャ ン パ ス (C304 研 究 室 )

李 賢 珠 Professional writing 池 キ ャ ン パ ス (C222 研 究 室 ) 847-8633(3222)

木 下 真 理
災害看護活動論Ⅳ、インデペンデン
トスタディⅠ、災害看護ゼミナールA
ほか

池 キ ャ ン パ ス (C208 研 究 室 ) 847-8762(3208)

大 村 誠 環境防災学Ⅰ 永国寺キャンパス(A506教員室) 821-7166(1506)

神 原 咲 子

電話（内線）

医学研究方法論、看護病態生理学
Ⅰ・Ⅱ、看護学特別研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

847-8712(3205)

847-8710(3203)

847-8748(3119)

池 キ ャ ン パ ス (C203 研 究 室 )

池 キ ャ ン パ ス (C104 研 究 室 ) 847-8729(3104)

家族看護学Ⅱ 池 キ ャ ン パ ス (C119 研 究 室 )

看護学研究方法Ⅰ、小児看護学Ⅰ・
Ⅱ、看護学特別研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

847-8720(3304)

地域看護学Ⅰ・Ⅱ、看護学特別研究
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

池 キ ャ ン パ ス (C302 研 究 室 ) 847-8715(3302)

理論看護学Ⅰ、看護学研究方法Ⅰ、
看護倫理学、共創看護学Ⅰ･Ⅱ、看護
学特別研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

看護学専攻（博士後期課程）

氏　　名 担当科目 研 究 室

池 田 光 徳

池 添 志 乃
学校保健学Ⅰ・Ⅱ、看護学特別研究
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

池 キ ャ ン パ ス (C205 研 究 室 )

畦 地 博 子 池 キ ャ ン パ ス (C204 研 究 室 )

瓜 生 浩 子

847-8723(3319)池 キ ャ ン パ ス (C319 研 究 室 )

大 川 宣 容

竹 﨑 久 美 子 老人看護学Ⅰ・Ⅱ

田 井 雅 子
精神看護学Ⅰ・Ⅱ、看護学特別研究
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

847-8716(3303)池 キ ャ ン パ ス (C303 研 究 室 )
看護学研究方法Ⅱ、看護経営管理学
Ⅰ・Ⅱ、看護学特別研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

時 長 美 希

847-8705(3402)池 キ ャ ン パ ス (C402 研 究 室 )

池 キ ャ ン パ ス (C306 研 究 室 )

山 田 覚

847-8702(3306)

池 キ ャ ン パ ス (C201 研 究 室 )

847-8704(3301)

847-8708(3201)長 戸 和 子
家族看護学Ⅰ・Ⅱ、看護学特別研究
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

中 野 綾 美

藤 田 佐 和
理論看護学Ⅰ、看護倫理学、がん看
護学Ⅰ・Ⅱ、看護学特別研究Ⅰ・
Ⅱ・Ⅲ

池 キ ャ ン パ ス (C301 研 究 室 )

池 キ ャ ン パ ス (C202 研 究 室 ) 847-8709(3202)森 下 安 子 在宅看護学Ⅰ・Ⅱ

森 本 悦 子 がん看護学Ⅱ

吉 川 孝

山 田 覚
災害看護活動論Ⅳ、インデペンデン
トスタディⅠ、災害看護ゼミナールA
ほか

氏　　名 担当科目

野 嶋 佐 由 美

共同災害看護学専攻（博士課程）

電話（内線）

理論看護学Ⅰ、看護学研究方法Ⅰ、
看護学特別研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

理論看護学Ⅱ、災害看護活動論Ⅳ、
インデペンデントスタディⅠ、災害
看護ゼミナールAほか

理論看護学Ⅱ 永国寺キャンパス(A504教員室)

研究室

池 キ ャ ン パ ス (C303 研 究 室 )

池 キ ャ ン パ ス (C308 研 究 室 ) 847-8631(3308)

847-8716(3303)

847-8724(3405)池 キ ャ ン パ ス (C405 研 究 室 )

821-7164(1504)
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看護学研究科 非常勤講師

看護学専攻（博士前期課程） 非常勤講師

職　名

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

看護学専攻（博士後期課程）非常勤講師

職　　名

非常勤講師
非常勤講師 信州大学

非常勤講師

非常勤講師

共同災害看護学専攻（博士課程）非常勤講師

職　　名

非常勤講師

竹内　慎哉 クリティカルケア診断治療学Ⅱ 高知医療センター

西田　武司
クリティカルケア診断治療学Ⅱ・家族看
護対象論

高知医療センター

がん診断治療学

明石　惠子 クリティカルケア看護論Ⅱ 名古屋市立大学

光岡　妙子 高知医療センター

室﨑　益輝 災害社会福祉学 兵庫県立大学

がん診断治療学 高知医療センター秦　康博

高橋　美枝
慢性疾患診断治療学Ⅰ・在宅療養診断治
療学Ⅰ・家族看護対象論

高知記念病院

浦田　知之

聖路加国際大学

氏　　名 担当科目 勤務先等

中込　さと子 イノベーション看護学

中山　 洋子 理論看護学Ⅱ

大田　えりか 国際看護学

氏　　名 担当科目 勤務先等

川口　孝泰 イノベーション看護学 東京情報大学

須藤　康彦 精神診断治療学Ⅱ 土佐病院

遊佐　安一郎 家族療法 長谷川メンタルヘルス研究所

所谷　知穂 小児診断治療学Ⅰ 高知医療センター

金澤　亜錦 小児診断治療学Ⅰ 高知医療センター

盛實　篤史 クリティカルケア診断治療学Ⅱ 高知医療センター

中田　裕生 小児診断治療学Ⅰ 高知医療センター

宮澤　真理 小児診断治療学Ⅰ 高知医療センター

西内　律雄 小児診断治療学Ⅰ 高知医療センター

山田　光俊
老年病診断治療学Ⅰ・在宅療養診断治療
学Ⅰ

高知西病院

永野　啓輔 老年病診断治療学Ⅰ ながの内科クリニック

慢性疾患診断治療学Ⅰ・在宅療養診断治
療学Ⅰ

高知医療センター

岡谷　恵子
保健医療政策と経済Ⅱ・看護学の動向と
展望

日本看護系大学協議会常任理事

武田　祐子 がん看護論 慶応義塾大学

熊田　孝恒 学際的研究方法 京都大学

NGATU NLANDU Roger

田上　豊資 保健学研究 高知県中央東福祉保健所

星　旦二 保健学研究 首都大学東京

がん診断治療学 高知医療センター

西岡　明人 がん診断治療学 高知医療センター

根来　裕二 がん診断治療学 高知医療センター

疫学研究方法論

島田　安博

尾形　裕也 保健医療政策と経済Ⅰ

常風　興平 臨床薬理学 高知大学医学部附属病院

柳林　信彦 看護教育論Ⅰ 高知大学

氏　　名 担当科目 勤務先等

鈴木　志津枝 看護学の動向と展望 兵庫医療大学

小寺　栄子 看護教育論Ⅱ 西部文理大学
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看護学研究科 非常勤講師

看護学専攻（博士前期課程） 非常勤講師

職　名

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

非常勤講師

看護学専攻（博士後期課程）非常勤講師

職　　名

非常勤講師
非常勤講師 信州大学

非常勤講師

非常勤講師

共同災害看護学専攻（博士課程）非常勤講師

職　　名

非常勤講師

竹内　慎哉 クリティカルケア診断治療学Ⅱ 高知医療センター

西田　武司
クリティカルケア診断治療学Ⅱ・家族看
護対象論

高知医療センター

がん診断治療学

明石　惠子 クリティカルケア看護論Ⅱ 名古屋市立大学

光岡　妙子 高知医療センター

室﨑　益輝 災害社会福祉学 兵庫県立大学

がん診断治療学 高知医療センター秦　康博

高橋　美枝
慢性疾患診断治療学Ⅰ・在宅療養診断治
療学Ⅰ・家族看護対象論

高知記念病院

浦田　知之

聖路加国際大学

氏　　名 担当科目 勤務先等

中込　さと子 イノベーション看護学

中山　 洋子 理論看護学Ⅱ

大田　えりか 国際看護学

氏　　名 担当科目 勤務先等

川口　孝泰 イノベーション看護学 東京情報大学

須藤　康彦 精神診断治療学Ⅱ 土佐病院

遊佐　安一郎 家族療法 長谷川メンタルヘルス研究所

所谷　知穂 小児診断治療学Ⅰ 高知医療センター

金澤　亜錦 小児診断治療学Ⅰ 高知医療センター

盛實　篤史 クリティカルケア診断治療学Ⅱ 高知医療センター

中田　裕生 小児診断治療学Ⅰ 高知医療センター

宮澤　真理 小児診断治療学Ⅰ 高知医療センター

西内　律雄 小児診断治療学Ⅰ 高知医療センター

山田　光俊
老年病診断治療学Ⅰ・在宅療養診断治療
学Ⅰ

高知西病院

永野　啓輔 老年病診断治療学Ⅰ ながの内科クリニック

慢性疾患診断治療学Ⅰ・在宅療養診断治
療学Ⅰ

高知医療センター

岡谷　恵子
保健医療政策と経済Ⅱ・看護学の動向と
展望

日本看護系大学協議会常任理事

武田　祐子 がん看護論 慶応義塾大学

熊田　孝恒 学際的研究方法 京都大学

NGATU NLANDU Roger

田上　豊資 保健学研究 高知県中央東福祉保健所

星　旦二 保健学研究 首都大学東京

がん診断治療学 高知医療センター

西岡　明人 がん診断治療学 高知医療センター

根来　裕二 がん診断治療学 高知医療センター

疫学研究方法論

島田　安博

尾形　裕也 保健医療政策と経済Ⅰ

常風　興平 臨床薬理学 高知大学医学部附属病院

柳林　信彦 看護教育論Ⅰ 高知大学

氏　　名 担当科目 勤務先等

鈴木　志津枝 看護学の動向と展望 兵庫医療大学

小寺　栄子 看護教育論Ⅱ 西部文理大学

人間生活学研究科

電話（内線）

847-
8736(2408)

人間生活学専攻(博士前期課程)

職　　名 領域 担当科目

教授 基礎 教育心理学特論

教授 基礎 地域スポーツ論

教授 基礎 教育学特論

准教授 基礎 研究と倫理、文化学課題研究演習

教授 栄養・生活学
研究方法論Ⅰ、データ解析論、環境解析
論、栄養・生活学課題研究演習

教授 栄養・生活学 食生活論Ⅰ・Ⅱ、食生活論演習

教授 栄養・生活学
栄養生活統計論、環境生態論、栄養・生
活学課題研究演習

教授 栄養・生活学
臨床栄養学特論、健康動態論、栄養・生
活特論Ⅰ、栄養・生活学課題研究演習

教授 栄養・生活学
研究方法論Ⅰ、食品生化学特論、食物科
学論、栄養・生活学課題研究演習ほか

准教授 栄養・生活学 栄養疫学論

准教授 栄養・生活学
栄養学特論、栄養・生活特論Ⅰ・Ⅱ、栄
養・生活学課題研究演習

講師 栄養・生活学 臨床栄養学特論、栄養・生活特論Ⅰ

教授 社会福祉学
データ解析論、児童・家庭福祉論Ⅰ・
Ⅱ、社会福祉学課題研究演習

教授 社会福祉学
社会保障論、福祉行財政論、地域福祉論
Ⅰ・Ⅱ、社会福祉学課題研究演習

教授 社会福祉学
国際福祉論Ⅰ・Ⅱ、社会福祉学課題研究
演習

教授 社会福祉学
研究方法論Ⅱ、ソーシャルワーク論、高
齢者福祉論、社会福祉学課題研究演習

教授 社会福祉学
精神科ソーシャルワーク論、社会福祉学
課題研究演習

教授 社会福祉学
介護福祉論Ⅰ・Ⅱ、社会福祉学課題研究
演習

教授 社会福祉学
健康リハビリテーション論、社会福祉学
課題研究演習ほか

准教授 社会福祉学
研究方法論Ⅱ、障害者福祉論、精神保健
福祉論、社会福祉学課題研究演習

准教授 社会福祉学 研究方法論Ⅱ、ソーシャルワーク論

准教授 社会福祉学 研究方法論Ⅱ、地域福祉論Ⅰ・Ⅱ

准教授 社会福祉学 介護福祉論Ⅰ・Ⅱ

教授 文化学
英語文化論、英語教育学特論Ⅰ・Ⅱ、文
化学課題研究演習ほか

教授 文化学 研究方法論Ⅲ、地域文化論Ⅳ

教授 文化学 地域文化論Ⅱ、文化学課題研究演習

教授 文化学 中国文化論

教授 文化学 日本文化論Ⅳ

教授 文化学
研究方法論Ⅲ、日本文化論Ⅰ、文化学課
題研究演習

教授 文化学 地域文化論Ⅲ、文化学課題研究演習

教授 文化学
日本文化論Ⅲ、国際日本学、異文化理解
特論、文化学課題研究演習

准教授 文化学
研究方法論Ⅲ、英語学特論Ⅰ・Ⅱ、英語
言語文化論特論Ⅰ、英語教育実践研究Ⅰ

准教授 文化学 英語文化論Ⅱ、英語言語文化論特論Ⅱ

准教授 文化学
英語圏文学特論Ⅰ、英語圏文化特論Ⅰ、
英語教育実践研究Ⅱ

小 林 淳 池キャンパス（A407研究室） 847-8597(6407)

荒 牧 礼 子 池キャンパス（A205研究室） 847-8592(6205)

東 原 伸 明

永国寺キャンパス（A519教員室）

永国寺キャンパス（A506教員室）

福 間 隆 康 池キャンパス（E306研究室）

橋 尾 直 和

池キャンパス（E403研究室）

847-8741(2412)

宮上 多加子

田中 きよむ

西 内 章

永国寺キャンパス（A509教員室）

847-8618(2306)

847-8731(2404)

横 井 輝 夫

池キャンパス（E412研究室）

吉 川 孝

鈴木 麻希子

村 上 尚

821-7121(2308)

847-8596(6401)池キャンパス（A401研究室）

池キャンパス（A424研究室） 847-8599(6424)

稲 井 玲 子 池キャンパス（A207教員室） 847-8591(6207)

三 浦 要 一

821-7171(1511)

847-8598(6423)

池キャンパス（E405研究室）

池キャンパス（E407研究室） 847-8735(2407)

池キャンパス（E409研究室）

847-8742(2413)

丸 山 裕 子

鳥 飼 真 人

821-7123(2310)

一 色 健 司 永国寺キャンパス（B308教員室）

金 澤 俊 吾 永国寺キャンパス（A511教員室）

821-7162(1502)

847-8732(2405)杉 原 俊 二

永国寺キャンパス（A524教員室） 821-7182(1524)

ジョエル・ヨース 永国寺キャンパス（A518教員室）

821-7172(1512)

岩 倉 秀 樹

大 村 誠

821-7178(1518)

高 西 成 介 永国寺キャンパス（A501教員室）

永国寺キャンパス（A502教員室）

長 澤 紀 美 子

電話（内線）

職　　　名 氏　　　名 研究室

氏　名 研究室

研究科長 池キャンパス（E408研究室）

竹井 悠一郎 池キャンパス（A202研究室）

池キャンパス（E303研究室） 847-8725(2303)

847-8590(6202)

長澤 紀美子 847-8736(2408)

鈴 木 孝 典 池キャンパス（E413研究室）

847-8730(2403)

石 山 貴 章 永国寺キャンパス（A535教員室） 821-7193(1535)

清 原 泰 治 永国寺キャンパス（B310教員室）

847-8738(2409)

渡 邊 浩 幸 池キャンパス（A423研究室）

池キャンパス（E408研究室）

永国寺キャンパス（A504教員室）

821-7179(1519)

821-7166(1506)

永国寺キャンパス（A503教員室） 821-7163(1503)

西 梅 幸 治 池キャンパス（E410研究室）

永国寺キャンパス（A512教員室）

821-7169(1509)

821-7161(1501)

五百藏 高浩

821-7164(1504)

白 岩 英 樹 永国寺キャンパス（A508教員室） 821-7168(1508)

鈴 木 康 郎 永国寺キャンパス（A536教員室） 821-7194(1536)

847-8739(2410)

三 好 弥 生

池キャンパス（E404研究室）



32

人間生活学専攻(博士後期課程)

職　　名 領域 担当科目

教授 文化学 言語文化学Ⅱ、特別研究

教授 文化学 言語文化学Ⅰ、特別研究

教授 文化学 地域文化学Ⅰ、特別研究

教授 栄養・生活学 地球環境解析学、特別研究

教授 栄養・生活学 健康動態学、特別研究

教授 栄養・生活学 食品機能学、特別研究

教授 社会福祉学
研究デザイン、児童・家族福祉学、障害
者福祉学、特別研究

教授 社会福祉学 国際福祉政策学、地域福祉学、特別研究

教授 社会福祉学 介護福祉学、地域福祉学、特別研究

人間生活学研究科 非常勤講師

人間生活学専攻(博士前期課程)非常勤講師

職　　名 領域 担当科目

非常勤講師 社会福祉学 社会福祉原論

人間生活学専攻(博士後期課程)非常勤講師
職　　名 領域 担当科目

非常勤講師 社会福祉学 社会福祉計画論田中　英樹 東京通信大学

宮上 多加子 池キャンパス（E407研究室） 847-8735(2407)

氏　　　　　名 勤務先等

氏　　　　　名 勤務先等

長澤 紀美子 池キャンパス（E408研究室） 847-8736(2408)

丸岡　利則 愛知東邦大学

杉 原 俊 二 池キャンパス（E405研究室） 847-8732(2405)

大 村 誠

渡 邊 浩 幸 池キャンパス（A423研究室） 847-8598(6423)

永国寺キャンパス（A506教員室） 821-7166(1506)

村 上 尚

氏　名 研究室 電話（内線）

五百藏 高浩 永国寺キャンパス（A509教員室） 821-7169(1509)

821-7162(1502)

三 浦 要 一 永国寺キャンパス（A519教員室） 821-7179(1519)

池キャンパス（A424研究室） 847-8599(6424)

東 原 伸 明 永国寺キャンパス（A502教員室）
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令和２年度 看護学研究科博士前期課程　CNSコース履修モデル
がん看護学 慢性看護学 ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ 小児看護学 老人看護学 精神看護学 家族看護学 在宅看護学

必修 選択 看護学

研究と倫理 1 後

教育学特論 1 （R3）

教育心理学特論 1 前

ジェンダー論 1

臨床倫理 1 1 前

グローバルヘルス論 1 1,2 通

ケア論 1 1,2 通

看護マネジメント論 2 1 前

看護理論と実践 2 1 前 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

看護学基盤論 2 1 前

看護研究と実践 2 1 前 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

看護倫理 2 1 前 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

看護サービス管理論 2 1 前 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

看護コンサルテーション論 1 1 前後・後前

フィジカルアセスメント特論 2 1 前 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

病態生理学 2 1 前 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

臨床薬理学 2 1 前 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

こころの発達 2 1 前 ◎

データ分析方法論Ⅰ 2 1 前

看護教育論Ⅰ 1 1 通

看護教育論Ⅱ 1 1 通

看護教育学専門演習 3 1,2 後

看護教育学研究方法Ⅰ 3 1 後

看護教育学研究方法Ⅱ 3 2 通

疫学研究方法論 1 1,2 通

保健医療政策と経済Ⅰ 1 1 通

保健医療政策と経済Ⅱ 1 1 通 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

看護学の動向と展望 2 1 通

最新専門看護実践講座Ⅰ 1 1,2 通

最新専門看護実践講座Ⅱ 1 1,2 通

インディペンデントスタディ 1 1 後

がん看護論 2 1 前 ◎

緩和ケア特論 2 1 後 ◎

がん看護方法論Ⅰ 2 1 後 ◎

がん看護方法論Ⅱ 1 2 前 ◎

がん看護方法論Ⅲ 1 2 前 ◎

がん病態生理学 2 1 後 ◎

がん診断治療学 1 2 R2後 ◎

がん薬理学 1 1 （R3）後◎

がん看護課題研究 2 2 後 ◎

がん看護学実践演習Ⅰ 2 1 後 ◎

がん看護学実践演習Ⅱ 2 2 前 ◎

がん看護学実践演習Ⅲ 2 2 前 ◎

がん看護学実践演習Ⅳ 2 2 前後 ◎

がん看護学実践演習Ⅴ 2 2 後 ◎

慢性看護論 2 1 前 ◎

慢性看護対象論 2 1 後 ◎

慢性看護方法論Ⅰ 2 1 後 ◎

慢性看護方法論Ⅱ 2 2 前 ◎

慢性疾患診断治療学Ⅰ 1 2 R2後 ◎

慢性疾患診断治療学Ⅱ 1 1 （R3）前 ◎

慢性看護課題研究 2 2 後 ◎

慢性看護学実践演習Ⅰ 2 1 前 ◎

慢性看護学実践演習Ⅱ 2 2 前 ◎

慢性看護学実践演習Ⅲ 2 1 後 ◎

慢性看護学実践演習Ⅳ 2 2 前 ◎

慢性看護学実践演習Ⅴ 2 2 後 ◎

クリティカルケア看護論Ⅰ 2 1 前 ◎

クリティカルケア看護論Ⅱ 2 1 後 ◎

クリティカルケア看護方法論Ⅰ 2 1 後 ◎

クリティカルケア看護方法論Ⅱ 2 2 前 ◎

クリティカルケア看護方法論Ⅲ 2 1 後 ◎

クリティカルケア看護方法論Ⅳ 2 2 前 ◎

クリティカルケア診断治療学Ⅰ 1 1 （R3）前 ◎

クリティカルケア診断治療学Ⅱ 1 2 R2前 ◎

クリティカルケア看護課題研究 2 2 後 ◎

クリティカルケア看護学実践演習Ⅰ 2 1 後 ◎

クリティカルケア看護学実践演習Ⅱ 2 2 前 ◎

クリティカルケア看護学実践演習Ⅲ 2 2 前 ◎

クリティカルケア看護学実践演習Ⅳ 2 1 後 ◎

クリティカルケア看護学実践演習Ⅴ 2 2 後 ◎

小児看護論 2 1 前 ◎

小児看護対象論 2 1 前 ◎

小児看護方法論Ⅰ 2 1 後 ◎

小児看護方法論Ⅱ 2 2 前 ◎

小児診断治療学Ⅰ 1 2 R2後 ◎

小児診断治療学Ⅱ 1 1 （R3）後 ◎

小児看護課題研究 2 2 後 ◎

小児看護学実践演習Ⅰ 2 1 後 ◎

小児看護学実践演習Ⅱ 2 2 前 ◎

小児看護学実践演習Ⅲ 2 2 前 ◎

小児看護学実践演習Ⅳ 2 1 後 ◎

小児看護学実践演習Ⅴ 2 2 後 ◎

共
通
科
目
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学
院
共
通
科
目
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攻
共
通
科
目
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学
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区分 授　　業　　科　　目
単位数
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令和２年度 看護学研究科博士前期課程　CNSコース履修モデル
がん看護学 慢性看護学 ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ 小児看護学 老人看護学 精神看護学 家族看護学 在宅看護学

必修 選択 看護学

研究と倫理 1 後

教育学特論 1 （R3）

教育心理学特論 1 前

ジェンダー論 1

臨床倫理 1 1 前

グローバルヘルス論 1 1,2 通

ケア論 1 1,2 通

看護マネジメント論 2 1 前

看護理論と実践 2 1 前 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

看護学基盤論 2 1 前

看護研究と実践 2 1 前 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

看護倫理 2 1 前 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

看護サービス管理論 2 1 前 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

看護コンサルテーション論 1 1 前後・後前

フィジカルアセスメント特論 2 1 前 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

病態生理学 2 1 前 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

臨床薬理学 2 1 前 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

こころの発達 2 1 前 ◎

データ分析方法論Ⅰ 2 1 前

看護教育論Ⅰ 1 1 通

看護教育論Ⅱ 1 1 通

看護教育学専門演習 3 1,2 後

看護教育学研究方法Ⅰ 3 1 後

看護教育学研究方法Ⅱ 3 2 通

疫学研究方法論 1 1,2 通

保健医療政策と経済Ⅰ 1 1 通

保健医療政策と経済Ⅱ 1 1 通 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

看護学の動向と展望 2 1 通

最新専門看護実践講座Ⅰ 1 1,2 通

最新専門看護実践講座Ⅱ 1 1,2 通

インディペンデントスタディ 1 1 後

がん看護論 2 1 前 ◎

緩和ケア特論 2 1 後 ◎

がん看護方法論Ⅰ 2 1 後 ◎

がん看護方法論Ⅱ 1 2 前 ◎

がん看護方法論Ⅲ 1 2 前 ◎

がん病態生理学 2 1 後 ◎

がん診断治療学 1 2 R2後 ◎

がん薬理学 1 1 （R3）後◎

がん看護課題研究 2 2 後 ◎

がん看護学実践演習Ⅰ 2 1 後 ◎

がん看護学実践演習Ⅱ 2 2 前 ◎

がん看護学実践演習Ⅲ 2 2 前 ◎

がん看護学実践演習Ⅳ 2 2 前後 ◎

がん看護学実践演習Ⅴ 2 2 後 ◎

慢性看護論 2 1 前 ◎

慢性看護対象論 2 1 後 ◎

慢性看護方法論Ⅰ 2 1 後 ◎

慢性看護方法論Ⅱ 2 2 前 ◎

慢性疾患診断治療学Ⅰ 1 2 R2後 ◎

慢性疾患診断治療学Ⅱ 1 1 （R3）前 ◎

慢性看護課題研究 2 2 後 ◎

慢性看護学実践演習Ⅰ 2 1 前 ◎

慢性看護学実践演習Ⅱ 2 2 前 ◎

慢性看護学実践演習Ⅲ 2 1 後 ◎

慢性看護学実践演習Ⅳ 2 2 前 ◎

慢性看護学実践演習Ⅴ 2 2 後 ◎

クリティカルケア看護論Ⅰ 2 1 前 ◎

クリティカルケア看護論Ⅱ 2 1 後 ◎

クリティカルケア看護方法論Ⅰ 2 1 後 ◎

クリティカルケア看護方法論Ⅱ 2 2 前 ◎

クリティカルケア看護方法論Ⅲ 2 1 後 ◎

クリティカルケア看護方法論Ⅳ 2 2 前 ◎

クリティカルケア診断治療学Ⅰ 1 1 （R3）前 ◎

クリティカルケア診断治療学Ⅱ 1 2 R2前 ◎

クリティカルケア看護課題研究 2 2 後 ◎

クリティカルケア看護学実践演習Ⅰ 2 1 後 ◎

クリティカルケア看護学実践演習Ⅱ 2 2 前 ◎

クリティカルケア看護学実践演習Ⅲ 2 2 前 ◎

クリティカルケア看護学実践演習Ⅳ 2 1 後 ◎

クリティカルケア看護学実践演習Ⅴ 2 2 後 ◎

小児看護論 2 1 前 ◎

小児看護対象論 2 1 前 ◎

小児看護方法論Ⅰ 2 1 後 ◎

小児看護方法論Ⅱ 2 2 前 ◎

小児診断治療学Ⅰ 1 2 R2後 ◎

小児診断治療学Ⅱ 1 1 （R3）後 ◎

小児看護課題研究 2 2 後 ◎

小児看護学実践演習Ⅰ 2 1 後 ◎

小児看護学実践演習Ⅱ 2 2 前 ◎

小児看護学実践演習Ⅲ 2 2 前 ◎

小児看護学実践演習Ⅳ 2 1 後 ◎

小児看護学実践演習Ⅴ 2 2 後 ◎
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令和２年度 看護学研究科博士前期課程　CNSコース履修モデル
がん看護学 慢性看護学 ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ 小児看護学 老人看護学 精神看護学 家族看護学 在宅看護学

必修 選択 看護学
区分 授　　業　　科　　目

単位数
開講時期

老人看護論 2 1 前 ◎

老人看護対象論 2 1 後 ◎

老人看護方法論 1 2 前 ◎

老人ケアシステム論 2 2 前 ◎

老人看護展開論Ⅰ 2 1 後 ◎

老人看護展開論Ⅱ 2 1 後 ◎

老年病診断治療学Ⅰ 1 2 R2後 ◎

老年病診断治療学Ⅱ 1 1 （R3）前 ◎

老人看護課題研究 2 2 通 ◎

老人看護学実践演習Ⅰ 2 1 前 ◎

老人看護学実践演習Ⅱ 2 1 後 ◎

老人看護学実践演習Ⅲ 2 2 前 ◎

老人看護学実践演習Ⅳ 2 2 前 ◎

老人看護学実践演習Ⅴ 2 2 後 ◎

精神看護論 2 1 後 ◎

精神看護対象論 2 1 前 ◎

精神看護方法論Ⅰ 1 1 後 ◎

精神看護方法論Ⅱ 1 2 前 ◎

精神看護展開論Ⅰ 2 2 前 ▽

精神看護展開論Ⅱ 2 2 前 ▽

精神看護展開論Ⅲ 2 2 前 ▽

精神看護展開論Ⅳ 2 2 前 ▽

精神診断治療学Ⅰ 1 1 （R3）後 ◎

精神診断治療学Ⅱ 1 2 R2後 ◎

精神看護課題研究 2 2 通 ◎

精神看護学実践演習Ⅰ 2 1 後 ◎

精神看護学実践演習Ⅱ 2 1 後 ◎

精神看護学実践演習Ⅲ 2 2 前 ◎

精神看護学実践演習Ⅳ 2 2 前 ◎

精神看護学実践演習Ⅴ 2 2 後 ◎

家族看護論 2 1 前 ◎

家族看護対象論 2 1 後 ◎

家族看護方法論Ⅰ 2 1 前 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

家族看護方法論Ⅱ 2 1 後 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

家族看護実践論Ⅰ 2 2 前 ◆

家族看護実践論Ⅱ 2 2 前 ◆

家族療法 2 1 後 ◎ ◎

家族ケアの開発 1 2 前 ◎

家族看護課題研究 2 2 後 ◎

家族看護学実践演習Ⅰ 2 1 後 ◎

家族看護学実践演習Ⅱ 2 1 後 ◎

家族看護学実践演習Ⅲ 2 2 前 ◎

家族看護学実践演習Ⅳ 2 2 前 ◎

家族看護学実践演習Ⅴ 2 2 後 ◎

在宅看護論 1 1 前 ◎

在宅看護方法論Ⅰ 2 1 後 ◎

在宅看護方法論Ⅱ 1 1 前 ◎ ◎ ◎

在宅看護方法論Ⅲ 1 2 前 ◎

在宅ケアシステム論 2 2 前 ◎

在宅看護展開論Ⅰ 2 1 後 ◎

在宅看護展開論Ⅱ 2 1 後 ◎

在宅療養診断治療学Ⅰ 1 2 R2前 ◎

在宅療養診断治療学Ⅱ 1 1 （R3）前 ◎

在宅看護課題研究 2 2 通 ◎

在宅看護学実践演習Ⅰ 2 1 後 ◎

在宅看護学実践演習Ⅱ 2 1 後 ◎

在宅看護学実践演習Ⅲ 2 2 前 ◎

在宅看護学実践演習Ⅳ 2 2 前 ◎

在宅看護学実践演習Ⅴ 2 2 後 ◎

注１：モデルに示された◎は必修科目。◆はどちらかを選択して履修する。それ以外の科目は自由選択。
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令和２年度 看護学研究科博士前期課程　研究コース履修モデル
共創看護学 小児看護学 家族看護学 地域看護学 看護管理学

必修 選択 がん看護学 慢性看護学

研究と倫理 1 後
教育学特論 1 （R3）
教育心理学特論 1 前
ジェンダー論 1
臨床倫理 1 1 前
グローバルヘルス論 1 1,2 通
ケア論 1 1,2 通
看護マネジメント論 2 1 前
看護理論と実践 2 1 前 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

看護学基盤論 2 1 前
看護研究と実践 2 1 前 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

看護倫理 2 1 前 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

看護サービス管理論 2 1 前 ◎ ◎

看護コンサルテーション論 1 1 前後・後前

フィジカルアセスメント特論 2 1 前
病態生理学 2 1 前
臨床薬理学 2 1 前
こころの発達 2 1 前 ◎

データ分析方法論Ⅰ 2 1 前 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

看護教育論Ⅰ 1 1 通 ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

看護教育論Ⅱ 1 1 通 ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

看護教育学専門演習 3 1,2 後
看護教育学研究方法Ⅰ 3 2 前
看護教育学研究方法Ⅱ 3 2 後
疫学研究方法論 1 1,2 通 ◎ ◎

保健医療政策と経済Ⅰ 1 1 通
保健医療政策と経済Ⅱ 1 1 通 ◎

看護学の動向と展望 2 1 通
最新専門看護実践講座Ⅰ 1 1,2 通
最新専門看護実践講座Ⅱ 1 1,2 通
インディペンデントスタディ 1 1 後
看護理論と研究Ⅰ 2 1 後 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

看護理論と研究Ⅱ 2 2 前 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

学際的研究方法 2 1 前 ◎

データ分析方法論Ⅱ 2 1 後 ◎

看護学英語 2 1 後 ◎

共創看護学セミナー 2 1 後 ○

バイオメトリクス看護学演習 2 1 後 ●

看護学研究方法ⅠA 2 2 前 ●

看護学研究方法ⅠB 2 2 前 ○

看護学研究方法ⅡA 6 2 通 ●

看護学研究方法ⅡB 6 2 通 ○

がん看護論 2 1 前 ◎

緩和ケア特論 2 1 後

がん看護方法論Ⅰ 2 1 後 ◎

がん看護方法論Ⅱ 1 2 前

がん看護方法論Ⅲ 1 2 前

がん病態生理学 2 1 後

がん診断治療学 1 2 R2後

がん薬理学 1 1 （R3)後

がん看護課題研究 2 2 後

がん看護学実践演習Ⅰ 2 1 後 ◇

がん看護学実践演習Ⅱ 2 2 前

がん看護学実践演習Ⅲ 2 2 前

がん看護学実践演習Ⅳ 2 2 前後 ◇

がん看護学実践演習Ⅴ 2 2 後 ◇

成人看護学研究方法Ⅰ 2 1 後 ◎

成人看護学研究方法Ⅱ 6 2 通 ◎

慢性看護論 2 1 前 ◎

慢性看護対象論 2 1 後

慢性看護方法論Ⅰ 2 1 後 ◎

慢性看護方法論Ⅱ 2 2 前

慢性疾患診断治療学Ⅰ 1 2 R2後

慢性疾患診断治療学Ⅱ 1 1 （R3)前

慢性看護課題研究 2 2 後

慢性看護学実践演習Ⅰ 2 1 前 ◇

慢性看護学実践演習Ⅱ 2 2 前 ◇

慢性看護学実践演習Ⅲ 2 1 後

慢性看護学実践演習Ⅳ 2 2 前 ◇

慢性看護学実践演習Ⅴ 2 2 後

成人看護学研究方法Ⅰ 2 1 後 ◎

成人看護学研究方法Ⅱ 6 2 通 ◎

小児看護論 2 1 前 ◎

小児看護対象論 2 1 前

小児看護方法論Ⅰ 2 1 後 ◎

小児看護方法論Ⅱ 2 2 前

小児診断治療学Ⅰ 1 2 R2後

小児診断治療学Ⅱ 1 1 （R3)後

小児看護課題研究 2 2 後

小児看護学実践演習Ⅰ 2 1 後 ◇

小児看護学実践演習Ⅱ 2 2 前

小児看護学実践演習Ⅲ 2 2 前

小児看護学実践演習Ⅳ 2 1 後 ◇

小児看護学実践演習Ⅴ 2 2 後

小児看護学研究方法Ⅰ 2 1 後 ◎

小児看護学研究方法Ⅱ 6 2 通 ◎

成人看護学

共
通
科
目

大
学
院
共
通
科
目

専
攻
共
通
科
目

区分 授　　業　　科　　目
単位数

開講時期
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令和２年度 看護学研究科博士前期課程　研究コース履修モデル
共創看護学 小児看護学 家族看護学 地域看護学 看護管理学

必修 選択 がん看護学 慢性看護学

成人看護学
区分 授　　業　　科　　目

単位数
開講時期

家族看護論 2 1 前 ◎

家族看護対象論 2 1 後 ◎

家族看護方法論Ⅰ 2 1 前 ◎ ◇ ◇ ◎ ◎ ◎

家族看護方法論Ⅱ 2 1 後 ◇ ◇ ◎

家族看護実践論Ⅰ 2 2 前

家族看護実践論Ⅱ 2 2 前

家族療法 2 1 後

家族ケアの開発 1 2 前 ◎

家族看護課題研究 2 2 後

家族看護学実践演習Ⅰ 2 1 後 ◇

家族看護学実践演習Ⅱ 2 1 後

家族看護学実践演習Ⅲ 2 2 前

家族看護学実践演習Ⅳ 2 2 前 ◇

家族看護学実践演習Ⅴ 2 2 後

家族看護学研究方法Ⅰ 2 1 後 ◎

家族看護学研究方法Ⅱ 6 2 通 ◎

地域看護論 2 1 前 ◎

地域ケアシステム論 2 2 前

地域看護展開論 2 1 後 ◎

地域看護課題研究 2 2 後

地域フィールド演習Ⅰ 2 1 後 ◇

地域フィールド演習Ⅱ 2 2 後 ◇

地域看護学研究方法Ⅰ 2 1 後 ◎

地域看護学研究方法Ⅱ 6 2 通 ◎

看護管理論 2 1 前 ◎

システム経営管理論 2 1 前 ◎

看護管理展開論 2 1 後 ◎

看護管理の動向と展望 2 1 前 ◎

看護管理課題研究 2 2 後

看護管理学実践演習Ⅰ 2 1 後 　◆

看護管理学実践演習Ⅱ 2 2 前

看護管理学実践演習Ⅲ 2 2 後

看護管理学研究方法Ⅰ 2 1 後 　◆

看護管理学研究方法Ⅱ 6 2 通

クリティカルケア看護論Ⅰ 2 1 前 ※ ※

クリティカルケア看護論Ⅱ 2 1 後 ※ ※

クリティカルケア看護方法論Ⅰ 2 1 後 ※ ※

在宅看護方法論Ⅱ 1 2 前 ※

注１：モデルに示された◎は必修科目。◆はどちらかを選択して履修する。それ以外の科目は自由選択。

注２：◇の科目のいずれかを選択することが望ましい。※の科目は、他領域の専門科目から選択できるものである。

看
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地
域
看
護
学
領
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注３：●の３科目もしくは○の３科目のどちらかを必修科目とする。
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令和２年度 看護学研究科博士前期課程　実践リーダーコース履修モデル
臨床看護学 地域保健学

必修 選択 臨床看護 地域保健

研究と倫理 1 後

教育学特論 1 （R3）

教育心理学特論 1 前

ジェンダー論 1

臨床倫理 1 1 前 ◎ ◎

グローバルヘルス論 1 1,2 通

ケア論 1 1,2 通

看護マネジメント論 2 1 前 ◎ ◎

看護理論と実践 2 1 前

看護学基盤論 2 1 前 ◎ ◎

看護研究と実践 2 1 前

看護倫理 2 1 前

看護サービス管理論 2 1 前

看護コンサルテーション論 1 1 前後・後前

フィジカルアセスメント特論 2 1 前

病態生理学 2 1 前

臨床薬理学 2 1 前

こころの発達 2 1 前

データ分析方法論Ⅰ 2 1 前

看護教育論Ⅰ 1 1 通 □ □

看護教育論Ⅱ 1 1 通 □ □

看護教育学専門演習 3 1,2 後 ● ●

看護教育学研究方法Ⅰ 3 2 前 ● ●

看護教育学研究方法Ⅱ 3 2 後 ● ●

疫学研究方法論 1 1,2 通 □ □

保健医療政策と経済Ⅰ 1 1 通 □ □

保健医療政策と経済Ⅱ 1 1 通 □ □

看護学の動向と展望 2 1 通 □ □

最新専門看護実践講座Ⅰ 1 1,2 通

最新専門看護実践講座Ⅱ 1 1,2 通

インディペンデントスタディ 1 1 後

精神看護ケア研究 2 1,2 後 △ △

老人看護ケア研究 2 1,2 後 △ △

がん看護ケア研究 2 1,2 後 △ △

小児看護ケア研究 2 1,2 後 △ △

慢性看護ケア研究 2 1,2 後 △ △

クリティカルケア研究 2 1,2 後 △ △

臨床看護管理研究 2 1,2 後 △ △

臨床看護教育研究 2 1,2 後 △ △

母性・助産看護ケア研究 2 1,2 後 △ △

臨床看護学専門演習 3 1,2 後 ○

臨床看護学研究方法Ⅰ 3 2 前 ○

臨床看護学研究方法Ⅱ 3 2 後 ○

地域ケア研究 2 1,2 後 △ △

学校保健研究 2 1,2 後 △ △

家族ケア研究 2 1,2 後 △ △

在宅ケア研究 2 1,2 後 △ △

保健学研究 2 1,2 後 △ △

地域保健学専門演習 3 1,2 後 ○

地域保健学研究方法Ⅰ 3 2 前 ○

地域保健学研究方法Ⅱ 3 2 後 ○

注１：モデルに示された◎は必修科目。□の科目の中から6単位以上選択すること。

注２：△の科目の中から10単位以上選択すること。それ以外の科目は自由選択。

　 なお、地域保健学領域では、地域保健学科目より2単位以上選択すること。

区分
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領
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①養護教諭専修免許状および高等学校教諭専修免許状（看護）の取得、②教員派遣制度による、履修モデルは別に定める。

注３：●の３科目もしくは○の３科目のどちらかを必修科目とする。

共
通
科
目

大
学
院
共
通
科
目

専
攻
共
通
科
目

＊
注
２
参
照

＊
注
１
参
照

＊
注
１
参
照

＊
注
２
参
照

＊
注
３
参

＊
注
３
参
照

＊
注
３
参

＊
注
３
参



39



40



41



42



43



44



45



46



47

 
 
 

Ⅶ 学生生活 

     

 

１ 授業料  

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学生対応の窓口  

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 緊急時の連絡先  

     

 

 

 

 

 

 

 

大学では学生の自治、自立が基本となっています。 
学生生活も自治、自立精神に沿い、自己の確立に努めなければなりません。 

 

（１）授業料の額 
   大学院 

学  年 前  期  分 後  期  分 

年  間 267,900 円 267,900 円 

 
 
 
 

※授業料の額は、授業料の改定があった場合にはその額となります。 

※長期履修学生は、3年間で2年分の授業料を納付していただきます。 

 

（２）納付時期 

 授業料の納付時期は、前期分は４月 25 日、後期分が 10 月 25 日となっています。必ず期限までに納付し
てください。 

 なお、上記の期限までに授業料を納付できない場合は、延納や分納の申請をすることができますので、状
況に応じて必要な手続きをするようにしてください。 

 不慮の災害・疾病・その他やむを得ない特別の事情などにより、期日までに授業料を納入することが困難
な場合には、財務施設課までご連絡ください。 

修学上の問題やカリキュラム、課外活動、奨学金、学生寮、自治活動、アルバイト、保健衛生等は学生生
活に密接した事柄です。事務局の担当事務について記しておきますので、大学生活の参考とし、相談等があ
る場合は気軽に事務局を訪ねてください。 
  
池キャンパス 教務支援部 教務課 
① 成績証明書・修了（見込み）証明書の発行 

② 学生証・在学証明書の発行 

③ 受講届及び成績通知に関すること 

④ 授業及び集中講義に関すること 

 
池キャンパス 学生支援部 学生・就職支援課 
① 学籍の異動(休学・退学・復学・転学等)受付に関すること 

② 奨学金に関すること 

③ 授業料減免に関すること 

④ 学研災保険に関すること 

⑤ 施設（体育館・講義室・学生会館等）の使用に関すること 

⑥ 就職に関すること 

⑦ 通学証明書及び学割証等の発行 

⑧ 学生身上書に関すること 

⑨ 学生の駐車許可証の発行に関すること 

⑩ 学生からの相談に関すること 

 
池キャンパス 財務施設課 

① 授業料に関すること 
② 入学料の納入に関すること 

下記の電話番号の登録をお願いします。 
 事務局代表 学生・就職支援課 警察署 

池キャンパス 088-847-8700 088-847-8577 088-866-0110 高知東警察署 
永国寺キャンパス 088-821-7104  088-822-0110 高知警察署 
交通事故に遭った、または不審者や疑わしい車などを見かけた場合は、すぐに 

 学生・就職支援課（又は永国寺キャンパス事務局）へ報告してください。  



48

 

 

 

 

４ 相談窓口  

       

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ キャンパスルール  

         

（１）オピニオン・ボックス 

 オピニオン・ボックスを池キャンパス（本部・健康栄養学部棟 3 階ラウンジ／共用棟カフェテラス）
及び永国寺キャンパス(教育研究棟 2 階 A206 情報・語学演習室前、教育研究棟 3 階 健康管理センタ
ー前）に設置しています。 

 大学での生活や大学運営（例えば、大学のサービス、授業の方法、事務局の対応、大学内で起こった
ハラスメントなど）について、普段気が付いたことや言いたいこと、あるいは本来大学内で起こっては
ならないようなことが万が一起こっていたら、このオピニオン・ボックスに意見等を書いて入れてくだ
さい。 

 いただいた意見等は、学内のしかるべき学部・研究科や委員会、事務局などで対応し、その結果をオ
ピニオン・ボックス横の掲示板に掲示します。 

 
（２）ハラスメント相談 

 キャンパスのハラスメントをなくすために相談窓口を設置しています。相談は、教員（人権委員会委
員）、事務職員、健康管理センター職員及び学外の相談員が対応します。また、大学ホームページの「キ
ャンパス・ハラスメントについて」ページの「ハラスメント相談のメールフォーム」からメールでも相
談できるようにしています。 

 相談は外に漏れることはありませんので、安心して相談してください。相談員は、今後の対応を一緒
に考えます。相談員が事実関係の調査を必要と判断した場合、相談者に確認のうえ、人権委員会に報告
します。人権委員会は速やかに調査を行い、相談員とともに対応策を考えます。 

 

（３）健康相談 

健康管理センターでは両キャンパスともに、医師・カウンセラー・助産師・保健師等による相談を実
施しています。気軽にご利用ください。 

（1）専門職による相談：事前に予約が必要です 
・精神科医師によるメンタルヘルス相談 (月１回) 
・カウンセラーによる相談 (週１回) 
・婦人科医師（女性）及び助産師による女性の悩みごと相談 (年数回) 

       ＊詳しい日程等は、学内掲示板でお知らせしています。 

（2）保健師（センター職員）による相談 

＊開室時間であれば電話や来所での相談を随時行っています。 

 

 対応時間 電話番号 

池キャンパス 
月曜日～金曜日（祝祭日を除く） 

午前 8時 30 分～午後 5時 15 分 

固定直通：088-847-8743 

携帯：080-2975-3014 

永国寺キャンパス 

月・水曜日（祝祭日を除く） 

午前 8時 30 分～午後 5時 15 分 

固定直通：088-821-7116 

携帯：080-2971-5030 

火・木曜日（祝祭日を除く） 

午前 8時 30 分～午後 6時 

金曜日  （祝祭日を除く） 

午前 8時 30 分～午後 8時 30 分 

 

（４）その他の相談 
 池キャンパス事務局では、どんな相談でも受け付けています。気軽に窓口を訪ねてください。他人に聞

かれたくない相談は、相談室でお聞きしています。 

（１）大学院事務取扱時間（池キャンパス） 
月曜日～金曜日（祝日を除く）午前８時 30 分～午後６時 00 分 

  ※授業のない日（休業期間中など）：午前８時 30 分～午後５時 15 分 
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６ 学生関係諸証明  

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
（２）キャンパスの開放時間 

皆さんの安全を守るために、危機管理体制として決定しているものです。 

下記の時間以降は機械による警備体制となります。何らかの理由で下記の時間を過ぎて構内に残る場

合は、教員の指導のもとに居残ることとし、必ず関係する教員に許可を得てください。 

なお、機械による警備の作動後は、通行できる区域が限定されますので気をつけてください。 

 
  平日 土・日・祝日 

池 
キャンパス 

午前７時から午後９時 
※午後７時以降 

午前７時から午後５時 
※終日 

永国寺 
キャンパス 

午前７時から午後 10 時 
（夜間主午前７時から午後 11 時） 

※それぞれ午後８時以降 

午前 7時から午後 10 時 
（夜間主午前７時から午後 11 時） 

※終日 

※校舎の出入りに学生証（カードキー）の使用が必要となる時間帯 
 
（３）学生への連絡等 

  大学から皆さんへの連絡は、高知県立大学キャンパスポータルシステムから行います。 

※ポータルシステムに少なくとも１日１回はログインして、情報を確認してください。 

ポータルシステムにおいて転送設定をすることで、「学籍情報」に登録しているメールアドレスに情報
が転送されます。 

  ※緊急時等の連絡に備え、登録情報に変更があった場合は、必ず変更してください。 

変更されてない場合は、必要な情報が届かないこととなりますので、注意してください。 

変更の方法は、「（７）学籍情報等の変更について」で確認してください。 

 

（４）安否確認システムについて 

  高知県立大学では、大規模災害発生時における安否確認の方法として、携帯メール等を利用する安否
確認システム（エマージェンシーコール）を導入しています。学生については、ポータルサイトに登録さ
れているメールアドレスを安否確認システムに登録しています。連絡先を変更した時は、すみやかに学籍
情報等の変更を行ってください。 

  迷惑メール対策をされている方は、kppuc@asp34.emc-call3rd.jp からのメールが受信できるように設
定変更をお願いします。変更の仕方や暗証番号が分からない方は、各携帯電話会社で確認してください。 

※このシステムはポータルサイトとは違うシステムです。 

   災害訓練の際にも、メールを送信しますので、確認後、必ず返信をお願いします。 

 

（１）学生証（カードキーと兼用） 
  学生証は常に携帯し、証明書等の交付を受けるときや本学職員から請求があったときに呈示しなければ

なりません。  

また、キャンパス内（各出入口・教室・研究室・事務局・図書館等）に出入りする際や、夜間・土日祝

日の校舎への入退室の際にカードキーとして使用します。 

その他に電子マネー（Edy）機能も備わっており、学内の証明書発行の支払いや学外でも使用することが

できます。 

ただし、生協では使用できません（ミールカードの電子マネーとは別のものです。）。 

 

①発行  

  入学時に、学籍番号を記載した証明書（学生証）をお渡します。氏名や学籍番号、有効期限等が示され
ていますので、記載内容の確認をするようにしてください。 

また、カード状のものですので、折り曲げたり、磁気の発生するものに近くに一緒に置かないようにす

るなど、取扱いには十分注意してください。 
 

②再発行 
紛失・汚損・破損したときは、速やかに池キャンパス教務課、又は永国寺キャンパス学務支援室で再発

行の手続きをとってください。 

なお、再発行に係る発行手数料（3,000 円）は、原則、自己負担です。 
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③学生証番号（学籍番号） 
学籍番号は、学生生活を送るうえで履修登録や諸々の届出など、様々な場面で必要となる番号ですの

で、間違いのないように正確に把握してください。 

また、この番号は卒業後も変わりません。 
 
■学籍番号の表示 

学籍番号は次のような組み合わせになっています。 

 

 （大学院生）        （科目等履修生・外国人留学生・特別聴講生・ 
               研究生・特別研究生・研究員） 
 
  入学年度の西暦年数下2桁    入学年度の西暦年数下2桁 

     

            各自の番号                 各自の番号 

 

 

 

   １ ７ Ｇ ０ ０ １        １ ７ Ｇ Ｒ ０ １ 

   

大学院表示    研究科の表示         大学院表示   科目等履修生の表示 

 

０ 看護学研究科看護学専攻（博士前期課程） Ｒ 科目等履修生 

１ 人間生活学研究科（博士前期課程） Ｆ 外国人留学生 

 Ａ 特別聴講学生 

３ 看護学研究科看護学専攻（博士後期課程）   Ｂ 研究生 

４ 看護学研究科共同災害看護学専攻（博士課程） Ｅ 特別研究生 

５ 人間生活学研究科（博士後期課程）            Ｙ 研究員 

 
 
（２）通学証明書 
 通学定期券を購入するときに必要な証明です。所定の「発行願」に「学生証」を添え、学生・就職支援

課（又は永国寺キャンパス事務局）へ申し込んでください。 

  

＊実習用通学証明書 
 大学以外の場所へ実習や卒業論文のために一定期間通う場合、通学定期券と同様に学生割引で定期を購

入することが出来ます。実習用通学証明書の発行には３週間程度かかる場合があります。早めにご相談く

ださい。 

 
（３）学校学生生徒旅客運賃割引証（学割証） 
 学割証の使用については不正行為のないように特に注意してください。不正使用が判明した場合は、本

学全体の学割証発行が停止されることがあります。 

①ＪＲ…修学上の経済負担を軽減し、学校教育の振興に寄与することを目的とするものです。 

  ※ 使用可能距離……片道 100 ㎞を超えるもの 

    普通乗車券のほか、周遊券などにも運用されます。運賃の２割引です。 

     使用キロ数に応じ乗車券の有効期間が変わります。 

営業キロ 200km まで 400ｋｍまで 600ｋｍ 800ｋｍまで 1000ｋｍまで 

有効期間 2 日 3 日 4 日 5 日 6 日 

往復乗車券の有効期間は、片道乗車券の２倍です。 

    割引証の有効期間は発行の日から３ヶ月です。 （ただし、在籍期間のみ有効です） 
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７ 学籍情報等の変更について 

 

 

 

 

 

 

 

８ 学生身上書  

         
 

 

 

 

９ 自動車・自転車・バイクの学内駐車  

 

 

 

 

 

 

 

         
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②フェリー等船舶の割引証も発行しています。 

 
（４）学生団体割引証 
 課外活動等で学生８人以上に引率者（本学教職員）が付き添ってＪＲの同一行程を旅行する場合、団体

割引が利用できます。申し込みは出発の６ヶ月前から出来ますので、ＪＲ各駅や旅行代理店にある指定用

紙により学生・就職支援課で手続をしてください。 

 

（５）その他証明書 

証 明 書 申 請 窓 口 受 取 日 

成績証明書 

教務課 

・窓口－申請日の翌日から起算して 4

日目（土日月祝日を除く）以降 

・自動発行機－即時発行可能 

修了（見込み）証明書 

在籍証明書・在学証明書 

授業料免除状況 学生・就職支援課 
申請日の翌日から起算して 

7 日目（土日休日を除く）以降 

健康診断証明書 健康管理センター 翌日以降の職員在室日 
 

 ポータルシステム説明会時に「学籍情報」及び「本人・保護者情報」について、入力及び確認してくださ

い。 

その後、連絡先（メールアドレス・住所等含む）や保護者に関する情報の変更があった場合は、「学生住

所・電話番号等及び保証人変更届」を池キャンパス教務課、又は永国寺キャンパス学務支援室へ速やかに提

出してください。 

【キャンパスポータルシステム】 

ＵＲＬ：https://kyoumu.u-kochi.ac.jp/Portal/login.aspx 

本学ホームページ＞在学生・教職員＞ 

＞支援システム⇒高知県立大学キャンパスポータルシステム 

 毎年４月の指定する日までに学生・就職支援課へ提出してください。 

「学生身上書」の内容は、学校からの連絡、各種証明書のデータとして使用します。 

なお、提出後、内容に変更があった場合は「学生住所・電話番号等及び保証人変更届」を、池キャンパス

教務課へ提出してください。 

１）池キャンパス 

①自転車・バイクの駐輪について 

所定の場所にのみ駐輪できます。 

②自動車の駐車について 

西駐車場、又は南駐車場に駐車可能です。事務局に置いてある「池キャンパス通学用駐車許可申請書」

に必要事項を記入し、「学生証」「運転免許証」「車検証」を持参のうえ、学生・就職支援課に申請してく

ださい。   

なお、駐車許可証は、必ず車の外から見える位置に置いてください。 
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      ■駐車場所について 

学 生：①駐輪場（バイクも可）、②駐輪場、③駐輪場 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

２）永国寺キャンパス 

①自転車・バイクの駐輪について 

自転車は、教育研究棟の東側の①駐輪場、図書館の北側の②駐輪場、及び体育館の北側の③駐輪場へ停

めてください。 

バイクは、教育研究棟東側の①駐輪場へ停めてください。 

②自動車の駐車について 

学生用駐車場はありません。病気や怪我等でやむを得ない事情がある場合は、学務支援室まで相談に来

てください。 

⻄側：⾃転⾞専⽤ 

東側：バイク専⽤ 

体育館・⾷堂 

地域連携棟 

教育研究棟 図書館 
学⽣会館 

地域交流広場 

②駐輪場 

①駐輪場 

③駐輪場 

B 

A 

C 

D 

A：北駐⾞場 

B：⻄駐⾞場 

C：地域連携棟東駐⾞場 

D：地域連携棟北駐⾞場 
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１０ 学生の掲示物  

         
 
 
 

１１ 紛失物・拾得物・盗難  

         
 
 

 

１２ 敷地内での喫煙禁止について  

         
 
 
 
 

１３ 奨学金制度について  

         
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学生が学内に掲示（張紙・立看板等）を希望するときは、学生・就職支援課または永国寺キャンパス事務

局で許可を受け、定められた場所（「学生用掲示板」ほか）に掲示してください。 

 掲示物には、責任者名、掲示期間を明記し、掲示期間が過ぎたものは撤去してください。 

 学内において金品を紛失もしくは拾得した場合、盗難にあったときは速やかに学生・就職支援課または永

国寺キャンパス事務局）へ届け出てください。 

 届けられた拾得物は、一定期間学生・就職支援課または永国寺キャンパス学務支援室で保管しています。 

 健康増進法の一部を改正する法律の成立に伴い、望まない受動喫煙をなくすための取組がマナーからルー

ルへと変わりました。それに伴い、本学でも原則、敷地内全面禁煙となっています。 

 たばこを吸う人・吸わない人の両者が、正しい知識を身に付けることを目的として、啓発講習を開催して

いますので、ぜひ、参加してください。 

 本学で取り扱っている奨学金は、日本学生支援機構を始めとして、各地方公共団体、病院などのものがあ

ります。優れた学業成績であって経済的理由により修学が困難な学生に貸与されます。本学では約 50％の

学生が貸与を受けています。日本学生支援機構奨学金を次のとおり紹介します。 

 

１）日本学生支援機構奨学金制度 

大学では毎年４月に在学採用（新規採用）の説明会を実施しています。他にも、二次募集や留学生向けの

奨学金など、追加で募集があった場合は説明会の開催情報など、ポータルシステムや学内掲示板にてお知ら

せします。 

また、家計急変や災害等により被災した場合に、随時申し込みが可能な、緊急・応急採用といった制度も

あります。 

詳しい内容（貸与月額や募集時期等）については、以下の日本学生支援機構の HP、又は本学 HP でも案内

していますので確認してください。 

  ・日本学生支援機構 HP：https://www.jasso.go.jp/shogakukin/ 

  ・高知県立大学 HP：http://www.u-kochi.ac.jp/soshiki/4/eg-syougakukin.html 

なお、池キャンパス学生・就職支援課、又は永国寺キャンパス学務支援室で相談も受け付けていますので、

必要に応じて申し出てください。 

 

■特に優れた業績による返還免除 

第一種奨学金の貸与を受けた学生であって、在学中に特に優れた業績をあげた者として日本学生支援機構

が認定した場合には、貸与期間終了時に奨学金の全部または一部の返還が免除されます。 

〔対象者〕 

・平成 16 年度（平成 16 年 4 月 1日）以降の大学院第一種奨学金採用者で、当該年度中に貸与終了する者。 

・必ずしも課程修了は要件とはしませんが、貸与終了時に在学している課程で特に優れた業績を挙げたこと

が必要です。 

〔申込手続〕 

・貸与終了する奨学生が在学する大学長に願い出、大学長から日本学生支援機構へ推薦します。 

 

２）その他の奨学金制度 

募集要項等の送付があれば、大学掲示板等に掲示します。また、各学部の教員を通じて紹介される場合も

ありますので、何か生活環境において変化があった場合など、教員や事務局に相談に来てください。 

参考：各県等独自の奨学金（介護福祉士等・保健師・助産師・看護師等養成奨学金等） 
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１４ 授業料の減免  ※授業料免除制度の内容等が変更される場合があります。 

         
 

 

 

 

 

 

 

１５ 学生教育研究災害傷害保険等  

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学力優秀で学資が不十分な学生に対して、学内の基準で選考を行い、その対象となった学生の授業料を免
除する制度があります。例年６月頃に募集を行い、10 月初旬に決定通知をお送りしています。学年担当教員
に相談のうえ池キャンパス学生・就職支援課、又は永国寺キャンパス学務支援室へ申請してください。 

なお、特別な事情が生じた場合を除き、授業料の減免を受ける要件として、一定の学業成績及び何らかの
奨学金等を給付・貸与されていることが必要です。 

また、学資負担者の死亡、長期入院、解雇による失業等、又は学生若しくは学資負担者が火災・風水害等
による家屋等の半壊（半焼）以上の被災を受けた場合など、家庭の経済状況が著しく悪化するなどの特別な
事情が生じた場合も、授業料減免の対象となる場合がありますのでご相談ください。 

 

（１）学生教育研究災害傷害保険（学研災）※大学院生の全員が加入（入学時） 

主な契約内容は以下のとおりです。詳細は、「学生教育研究災害傷害保険加入者のしおり」で確認してく
ださい。 

また、保険金支払いの対象となる傷害を被ったときや、通算して１年以上にわたる休学期間が終了したと
き、退学したとき、または、在学期間が４年を超えた方は、すみやかに池キャンパス学生・就職支援課、又
は永国寺キャンパス学務支援室へ申し出てください。 

 

＜学生教育研究災害傷害保険普通保険約款＞ 

被保険者が在籍する大学の国内外における教育研究活動中に生じた急激かつ偶然な外来の事故によって

身体に傷害を被った場合に保険金が支払われます。 

＊「病気」はこの保険の対象となりません。 

（注）傷害には次に掲げるものを含みます。 

①身体外部から有毒ガス又は有毒物質を偶然かつ一時に吸引、吸収又は摂取した場合に急激に生ずる中

毒症状（継続的に吸入、吸収又は摂取した結果生ずる中毒症状は除く） 

②日射又は熱射による身体の障害 
 

＜学生教育研究災害傷害保険普通保険約款＞ 

被保険者の住居と学校施設等との間の往復中または、学校施設等相互間の移動中に発生した事故によっ

て身体に傷害を被った場合に保険金が支払われます。 

 

＜接触感染予防保険金支払特約（接触感染特約）＞ 

 ※看護学研究科看護学専攻博士前期課程（CNS コース・研究コース）及び共同災害看護学専攻

所属院生は全員加入 

臨床実習の目的で使用される施設内で、感染症の病原体に予期せず接触し、その原因となる事故の発生

の日から、その日を含めて 180 日以内にその接触感染に対する感染症予防措置を受けた場合に 15,000 円

が支払われます。 

 

（２）学生教育研究賠償責任保険（学研賠） 
１)の学研災保険加入学生を対象とした保険です。 

保険期間中に学生が、正課中、学校行事中、課外活動（注３）中、又はその往復において、他人にケガを

させたり、他人の財物を損壊したりすることにより、法律上の損害賠償責任を負担することによって被る損

害について、保険金が支払われます。 

 契約内容については、「学研災付帯賠償責任保険加入者のしおり」で確認してください。 

 

（３）学研災付帯学生生活総合保険（付帯学総） 

学研災は正課中・学校行事中・課題活動中、通学中・大学構内等での補償に限定されていますが、病気や
日常生活でのケガ等の補償など学生生活をより広くカバーしたものが付帯学総です。 

この保険は、学研災及び学研賠では補償が不足すると思われる場合に、任意で加入できるもので、個人で

お申込みをしていただきます。（大学では加入事務は行っておりません） 



55

 

 

 

 

 

１６ 健康管理センター  

       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１７ 施設使用  

健康管理センターは両キャンパスで、健康診断、健康相談、健康教育、健康危機管理等の事業を行ってい
ます。 

１） 健康管理センターでできること 

①健康チェック 

セルフケアコーナーには身長・体重計、体脂肪計、自動血圧計があります。 

②応急処置 

外傷や打撲の手当、発熱や腹痛の手当等けが・病気の応急処置ができます。必要であれば、病院の紹介
を行います。 

③健康相談（医師・臨床心理士・助産師・保健師等による相談） 

メンタルヘルス相談やカウンセリングを行っています。 

詳しくは、「４ 相談窓口（３）健康相談」を参考にしてください。 

④健康診断証明書の発行 

就職活動やアルバイト先への提出を目的とする「健康診断証明書」を発行します。申請の際には、学生
証と証明書料(200 円／枚)が必要です。 

⑤ベッドでの休養 

静養室には体調管理のためのベッドがあります。気軽にご利用ください。 

   

２）感染症発症時（疑い含む）の連絡について 

出席停止が必要なインフルエンザや感染症（※）にかかった（疑いも含む）場合は、学年担当教員と各
キャンパスの学生支援窓口に連絡してください。 

※出席停止が必要な感染症は以下に記載してあります。 

「○ 特別の理由による授業欠席者の取扱いについて（申合せ）」 

（別表）２．感染症における出席停止 

 

３）休日・夜間に入院等を要する急病時の緊急連絡について 

休日･夜間に入院等を要する急病で対応に困った場合は、学年担当教員、又は大学事務局（警備員対応）
に連絡してください。 

池キャンパス  ：携帯 080-6386-7862 

永国寺キャンパス：携帯 090-3186-4542 

 

 
課外活動等で学内施設を使用する場合は 3日前（土・日・祝祭日は除く)までに所定の「施設使用願」を学

生・就職支援課（又は永国寺キャンパス学務支援室）に提出して下さい。3ヵ月先（永国寺キャンパスは 2ヶ
月先）まで予約ができます。無断使用していた場合は、次回から施設の使用ができなくなりますのでご注意
ください。 

 
(1) 施設使用可能時間 

キャンパス 施設 
使用可能時間 

備 考 
平日 土日休日 

池 

体育館・講義室・グラウンド 
7:00～
21:00 

7:00～
17:00 

体育館・講義室は原則飲食禁止。 

学生会館 
7:00～
21:00 

7:00～
17:00 

 

永国寺 

体育館 7:00～22:00 体育館は飲食禁止。 

講義室 7:00～22:00 原則、飲食禁止 

学生会館 7:00～22:00 

音出しは、18 時以降は窓を閉め、短
大の授業や近所の迷惑にならない
よう注意すること、なお音だしは 21
時までとする。また、防音室は土足・
飲食禁止。 
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１８ 高知県公立大学生活協同組合（生協）  

 
 
 
 
(２) 情報演習室（池キャンパス）、情報・語学演習室、アクティブラーニングスタジオ（永国寺キャンパス） 

授業等で使用していない時間帯は、設置しているパソコンの利用ができます。 

 備え付けの上履きに履き替えること（池キャンパス）、飲食禁止等のルールを守って活用してください。 

 

(３) 図書館 

本学の学生のほか、教職員や一般利用者等が自由に利用することができます。 

図書の貸出期間は一般図書２週間、貸出可能冊数は 15 冊（大学院生）となっています。 

また、館内の新聞雑誌コーナーには、娯楽雑誌、新聞等も置いてあります。視聴覚コーナーも設けてあり、
関係機器の利用ができます。 

 利用時間（平日） 利用時間（土曜日） 

池キャンパス 午前８時 30 分から午後７時まで 午前９時から午後５時まで 

永国寺キャンパス 午前８時 30 分から午後９時まで 午前９時から午後５時まで 
 

本部：永国寺キャンパス体育館棟１階永国寺ショップ TEL 088-821-7199（直通） 

高知県公立大学生協は、高知県立大学と高知工科大学の学生・教職員が出資、利用、運営している組織で

す。池キャンパス及び永国寺キャンパスで食堂・ショップを中心にサービス提供を行っています。 

 

■営業時間について ※長期休暇中は、営業時間の変更・閉店があります。 

 時間（平日） 定休日 

池 

キャンパス 

食堂 
午前 11 時 30 分から午後１時 30 分まで 

午後５時 30 分から午後８時まで（予定） 
土・日・祝日 

ショップ 午前９時 45 分から午後６時まで（予定） 

永国寺 

キャンパス 

食堂 
午前 11 時から午後 1時 30 分まで 

午後４時 30 分から午後８時まで（予定） 
土・日・祝日 

ショップ 午前９時 45 分から午後７時 45 分まで（予定） 

 

■食堂について 

◆自由な組み合わせ（必要なおかずを１品ずつとるなど）の食事ができるカフェテリア方式の食堂です。 

◆メニューは週がわりで、季節感を取り入れた企画メニューを提供しています。 

◆レシートやプライスカードには、「カロリー、塩分量、３群点数法による栄養価表示」をしており、ま

た、食堂内に掲示には、食べ方提案やお薦めメニュー、食生活や健康に関する内容を掲載しています

ので、栄養バランスのとれた食事の参考にしてください。 

◆「前払い方式」でお金の心配をせずに１年間安心して食堂が定期的に利用できる「ミールカード」プ

ランや、現金支払いの煩わしさのないプリペイド（キャッシュレス）利用も提供しています。ミール

カード・プリペイド利用では、利用金額に応じてポイントが付き、ポイント数によるキャッシュバッ

クの特典もあります。 

 

■ショップについて 

◆大学での勉強に必要な教科書や専門書、文房具等も販売しています。 

◆弁当・パン・飲料・お菓子などの毎日の食品、日用雑貨、雑誌・文庫・新書などを販売しています。 

◆パソコン・プリンタなどの機器教材も販売しています。 

◆就職・資格取得をバックアップする各種検定、通信講座、通学制スクールの斡旋を行っています（英

検、ＴＯＥＩＣ、ＴＯＥＦＬ、秘書検定、法学検定、就職講座、公務員試験講座、教員試験講座、自

動車免許、パソコン、など）。 

◆大学生として様々な体験をするために、他の大学生協と共同で国内・海外旅行を紹介しています（海

外語学研修、海外体験ツアー、インターンシッププログラム、ホームステイ、個人旅行、など）。 

  ◆高知県立大学の学園祭や演奏会などのチケットを販売しています。 

◆ＣＤ、ＤＶＤなどは取り寄せることができます。 

◆インターネットサービス、コピーサービス、パソコン等の修理、宅配便、レンタカーなども取り扱っ

ています。 

◆毎月ショッピングカタログを発行しています。このカタログでは、普段店頭に置いていない情報機器、

家電商品、家具などを取り扱っています。 

◆インターネットを使ったインターネットショッピングを行っています（和書・洋書・ＣＤ・ＤＶＤ・

コンピューターソフト・文具など）。 
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 ■保険『学生総合共済』について（池キャンパス及び永国寺キャンパス） 

『学生総合共済』は、学生組合員どうしが「もしも」の場合にお互いに支えあう、安心とたすけあいの保障

制度です（生命共済・火災共済）。 

卒業までの４年間、国内海外問わず、学生生活の 24 時間をサポートします。また、他の保険金が支払われ

た場合でも、共済の給付が減額されることはありません。生協窓口で相談を受け付けていますので、気軽に

確認してください。 

学生生活無料健康相談テレホンで健康や生活の悩みを相談できるサービスもあります。 

さらに、学生賠償責任保険（国内事故は示談交渉サービス付き）、扶養者死亡保障保険等もあります。詳細

は、以下から確認してください。 

全国大学生協共済生活協同組合連合会のホームページ 

http://kyosai.univcoop.or.jp/group/index.html 

また、トラブル発生時に駆けつける「緊急駆けつけサービス」、様々な悩みやトラブルを相談する「安心サ

ービス」でキャンパスライフを 24 時間・365 日サポートする「学生生活 110 番」もあります。 

 

 

■様々な組合員活動 

生協は、組合員一人ひとりのための組織です。 

一人ひとりの声が、店舗の品揃えやサービス改善、生協の様々な取り組みの原動力です。店舗に置いてあ

る「ＶＯＩＣＥカード」を使って生協に対する意見・要望をお寄せください。生協理事会で検討し、事業や活

動を改善・発展させていきます。 

また、組合員の参加と協同による取り組みも行っていきます。 
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１９ 諸 手 続 ・ 証 明 一 覧 

区  

分 
事  項 

提 出 先 

（永国寺事務局・池事務局） 
提 出 書 

類 

提示又は持参

するもの 
備  考 

教務

担当 

学生

支援 

担当 

国 際

交 流

担当 

健康

管理

セン

ター 

財務

施設

担当 

身分 

住所・電話番号・メ

ールアドレスを変更

したとき 

〇  

  

 

学生住所・電話

番号等及び保

証人（父母等の

身元保証人・授

業料債務の保

証人情報）変更

届 

学生証  

保証人（父母等の身元

保証人・授業料債務の

保証人）を変更したとき

（住所・電話番号の変更

の場合も含む） 

〇  

  

 

学生住所・電話

番号等及び保

証人（父母等の

身元保証人・授

業料債務の保

証人情報）変更

届 

学生証  

改姓等 (改姓及び

改名)をしたとき 
○  

  

 改姓等届 

事実が確認で

きる書類（戸籍

抄本等） 

 

通称名等（旧姓を

含む）を使用すると

き 

〇  

  

 
通称名等使

用申出書 

必 要 な 書 類

（使用理由によ

り異なる） 

 

毎年 4 月の授業開

始のとき 
 ○ 

  
 学生身上書 

写 真 （ 縦 ４ cm

横３cm） 
 

学生証を紛失・汚

損したとき 
○  

  
 

学生証再発

行依頼書 
  

各種証

明書 

在学証明を必要と

するとき 
○  

  
 

在学証明書

発行依頼書 
学生証 

自 動 発 行 機

による発行可 

在籍（期間）証明を

必要とするとき 
○  

  
 

証明書発行

依頼書 
学生証  

学業成績証明書を

必要とするとき 
○  

  
 

証明書発行

依頼書 
学生証 

自 動 発 行 機

による発行可 

卒業見込み証明書

を必要とするとき 
○  

  
 

証明書発行

依頼書 
学生証 

自 動 発 行 機

による発行可 

免許状取得見込証

明書を必要とすると

き 

○  

  

 
証明書発行

依頼書 
学生証  

健康診断証明書を

必要とするとき 
  

 
○  

証明書発行

依頼書 
学生証  

休退学

届 

3 か月以上修学す

ることができないと

き 

 ○ 

  

 休 学 願 
病 気 の と き は

医師の診断書 
 

休学中の者が復学

しようとするとき 
 ○ 

  
 復 学 願 

病気休学であっ

たときは医師の

診断書 

 

休学期間を満了し

た者が復学しようと

するとき 

 ○ 

  

 復 学 届 
病気休学であっ

たときは医師の

診断書 

 

退学しようとすると

き 
 ○ 

  
 退 学 願 

病 気 の と き は

医師の診断書 
 

転学 

等 

他の大学へ転学を

希望するとき 
 ○ 

  
 転 学 願   

学内で他の学部又は

学科に転部又は転科

を希望するとき 

 ○ 
  

 
転学部（科）

願 
  

他の大学を受験し

ようとするとき 
○  

  
 受験許可願   
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授業・ 

単位等 

特別欠席の取扱いを

希望するとき 
○  

  
 

特別欠席 

申請書 
  

履修を中止するとき ○     履修中止届   

やむを得ず受講登録

を変更する必要があ

るとき 

○  
  

 
受講登録変

更申請書 
  

他大学等で修得した

単位等の認定を希望

するとき 

○  
  

 
単位認定 

申請書 
証明する書類  

成績に疑義があると

き 
○  

  

 

成績に関す

る疑義申立

書 

  

留学 

留学規定による外国

の大学又は短期大学

に留学しようとすると

き 

  ○ 

 

 留 学 願   

通学・

旅行 

JR 通学証明を必要

とするとき 
 ○ 

  
 

JR 通学証明

書発行願 
学生証 

他の交通機関

は口頭で申込

むこと 

学割証を必要とす

るとき 
 ○ 

  
 

学生運賃割引

証発行申請書 
学生証 

自 動 発 行 機

による発行可 

学生団体割引証を

必要とするとき 
 ○ 

  

  

JR 各駅や旅行

代理店にある

指定用紙 

小口団体は出

発日の 15 日前

に JR 提出 

学生  

寮 

入寮募集に応じよう

とするとき 
 ○ 

  
 入 寮 願 

家族調書・所得を

証明する書類・そ

の他指示する書類 
 

奨学 

金 

日本学生支援機構

等の奨学生募集に

応じようとするとき 

 ○ 

  

 
各々の奨学

生願書 

所得を証明す

る書類・その他

指示する書類 

 

奨学生に休・復・退

学や改氏名等、異

動があったとき 

 ○ 

  

 

奨学生異動

関係各種様

式 

  

授業 

料 

納付書を紛失した

とき 
  

  
○  学生証  

授業料の減免を申

請するとき 
 ○ 

  

 
授業料免除

願 

家族状況調・所

得を証明する書

類・その他指示

する書類 

まず、学年担

当教員に申し

出ること 

課外 

活動 

学内学生団体を結

成・継続・異動・解

散しようとするとき 

 ○ 

  

 
学内団体結

成・継続・異

動・解散届 

その他指示す

る書類 
 

学校の施設外で活

動するとき 
 ○ 

  
 課外活動届   

学研災

保険 

事故があったとき  ○ 
  

 
学生教育研究

災害傷害保険

事故通知 
 

速 や か に 報

告すること 

保険金を請求する

とき 
 ○ 

  

 
保険金請求

書 

医師の診断書又

は治療状況申告

書・その他指示

する書類 

 

施設 

使用 

体育館・グラウンド等

を使用するとき 
 ○ 

  
 施設使用願  使用する 3 日

前（土日休日を

除く）までに使

用願を提出 

（部室は年間使

用願） 

和室（池）・防音室

（永国寺）を使用す

るとき（部室は別途

申請要） 

 ○ 

  

 
学生会館施

設使用願 
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                                                           様式１（内規第２条） 

 

                               

休    学    願  
 

                                        
研究科      専攻  
課程（    年度入学）  

学籍番号 

氏 名 

現 住 所 〒 

 

  私は、         の事由により   年  月  日から    年  月   日

まで休学したいので、許可くださるよう保証人連署をもってお願いいたします。 

 

 

  年  月  日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高知県立大学長           様 

 

 

 

(備考)  病気の事由の場合は、医師の診断書を添付して提出すること。 

             奨学金を受給している学生は、学生・就職支援課に連絡すること。 

 

 

 

                                                  

本  人 氏 名    印 

保 証 人  住 所  

氏 名     印 
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   様式２（内規第２条） 

 

 

退    学    願 
 

                                        
研究科      専攻  
課程（    年度入学）  

学籍番号 

氏 名 

現 住 所 〒 

 

  私は、             の事由により    年  月  日限り退学したいので、

許可くださるよう保証人連署をもってお願いいたします。 

 

 

  年  月  日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高知県立大学長            様 

 

 

 

(備考)  病気の事由の場合は、医師の診断書を添付して提出すること。 

                 奨学金を受給している学生は、学生・就職支援課に連絡すること。 
 

 

 

本  人 氏 名    印 

保 証 人  住 所  

氏 名     印 
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様式５－１（学則第 14 条第 5項関係）                 

休学期間満了前の復学 

復  学  願 
 

                  

     研究科     専攻     課程 

（    年度入学） 

学籍番号 

氏
ふり

  名
がな

 

現 住 所 〒    － 

 

 

 私は、            の事由により休学中のところ、     年  月  日から

復学したいので、許可くださるよう保証人（父母等）連署をもってお願いいたします。 

 

 

     

     年  月  日  

 

 

              本 人    氏 名              ㊞          

 

               保証人    住  所 〒    － 

 

                      氏 名              ㊞ 

 

               指導教員   氏 名               ㊞ 

              

 

高知県立大学長           様 

 

 

 

（備考） 病気休学であった場合は、医師の診断書を提出すること。 

奨学金を受給している学生は、学生課に連絡すること。 
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（別紙様式） 

成績に関する疑義申立書 
 

    年   月   日 
 

担当教員氏名 
 
              様 
 

 
所属      研究科      課程 

 
学籍番号                

 
氏名                  

 
        連絡先 

         （電話） 
                    （E-Mail） 
 

 
（科目名）                の成績判定に係る根拠、経緯等の説明

をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局（教務担当）記入欄 

受理日   

担当者   
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８ 高知県立大学の各学部・他研究科等開講授業科目の履修の手続に関する要領 

 

１ 趣旨 

この要領は、高知県立大学大学院学則第 18 条第２項及び第 21 条第１項の規定に基づき、高知県立大学

大学院の研究科に在籍している学生が、その所属している研究科・専攻・課程以外において開講されてい

る授業科目を履修しようとする場合の手続について定める。 

 

２ 用語の定義 

（１）履修を希望する学生が在籍している研究科を｢所属研究科｣という。 

（２）所属研究科以外の研究科・専攻・課程と高知県立大学の学部を｢他研究科等｣・「各学部」という。 

（３）所属研究科と所属以外の研究科の研究科長を｢所属研究科長｣・｢他研究科長｣という。 

（４）各学部の学部長を「各学部長」という。 

 

３ 他研究科等の授業科目の履修を希望する場合の手続 

（１）他研究科において開講される授業科目の履修を希望する場合は、開講期の１か月前までに各学部・

他研究科等開講授業科目履修願（別記様式）により所属研究科長の承認を得たうえで、他研究科長に願い

出なければならない。ただし、新入学生が他研究科の前期開講授業科目の履修を希望する場合は、履修登

録締切までとする。 

（２）所属研究科の他の専攻・課程において開講される授業科目の履修を希望する場合は、履修登録締切

までに各学部・他研究科等開講授業科目履修願（別記様式）により所属研究科長に願い出なければならな

い。 

 

４ 学部の授業科目を履修しようとする場合の手続 

各学部において開講される授業科目の履修を希望する場合は、開講期の１か月前までに各学部・他研究

科等開講授業科目履修願（別記様式）により所属研究科長の承認を得たうえで、各学部長に願い出なけれ

ばならない。ただし、新入学生が各学部の前期開講授業科目の履修を希望する場合には、履修登録締切ま

でとする。 

 

５ その他 

上記３及び４の手続が何らかの事情によって行えない場合又は遅延する場合は、所属研究科長の指示に

よるものとする。 
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別
紙

様
式
１

 

 

研
究

仮
題

目
届
 

 

 
 

年
 
 

月
 
 

日
  

高
知

県
立
大

学
大
学

院
看
護

学
研
究

科
長
 

様
 

   

看
護
学

研
究
科

 
看
護

学
専
攻

 
博
士

前
期
課

程
 

学
籍
番

号
 
 

氏
 
 

名
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
印
 

    

研
究

仮
題

目
：

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

  
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

      

主
研

究
指

導
教
員

氏
名
（

自
署
）
：
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

      

別
紙

様
式
２

 

 

研
究

計
画

審
査

申
請

書
 

 

 
 

年
 
 

月
 
 

日
  

高
知

県
立
大

学
大
学

院
看
護

学
研
究

科
長
 

様
 

   

看
護
学

研
究
科

 
看
護

学
専
攻

 
博
士

前
期
課

程
 

学
籍
番

号
 
 

氏
 
 

名
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
印
 

     
高

知
県

立
大

学
大

学
院
看

護
学

研
究
科

規
程

第
1
5
条

の
規
定
に

基
づ
く

研
究

を
実
施

す
る

に
当
た

っ
て
、
下

記
の

研
究
計

画
書

の
審
査

を
受

け
た
い

の
で

申
請
し

ま
す

｡ 

  

記
 

 

研
究

計
画

書
 

 
 

 
 
 

 
4
部
 

 

     

主
研
究

指
導
教

員
氏
名

（
自
署

）
：
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別
紙

様
式
３

 

 

研
究

計
画

書
提

出
延

期
願

 

 

 
 

年
 
 

月
 
 

日
  

高
知

県
立
大

学
大
学

院
看
護

学
研
究

科
長
 

様
 

   

看
護
学

研
究
科

 
看
護

学
専
攻

 
博
士

前
期
課

程
 

学
籍
番

号
 

氏
 
 

名
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
印
 

  

「
高
知

県
立
大

学
大

学
院
看

護
学

研
究

科
修

士
学

位
審

査
及

び
授

与
に

関
す

る
細

則
」

に
基

づ
き

、

研
究
計
画

書
を

提
出
す

べ
き

で
す
が

、
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
の

事
由
に

よ
り
、
研
究

計
画
書
提

出
を

６
ヶ
月

間
延

期
し
て

い
た

だ
き
た

い
の

で
、
許
可
し

て
く
だ

さ
る

よ
う
お

願
い

い
た
し

ま
す
｡ 

 

 

記
 

   

主
研

究
指

導
教
員

氏
名
(
自
署

)
：

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

   
   

別
紙

様
式
４

 
 
 

 
 
 

 
 
 
研

究
計

画
書

の
体

裁
 

（
イ

）
表
 

 
紙

 

（
ロ

）
目
 

 
次
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
（

ハ
）
本

 
 
文

 

              

 

  
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
目
 

 
 
次

 
 ○

○
○
○

○
…
…

…
…
…

…
…
…

…
…
１

 
 ○

○
○
○

○
…
…

…
…
…

…
…
…

…
…
７

 
 

      
 

‐
頁

 
数

‐
 

  
令

和
＊
＊

年
度
 

修
士
論

文
 

研
究

計
画

書
 

 
題

 
 
 

名
 

    
学

籍
番

号
 

 
氏

 
 
 

名
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別
紙

様
式
５

 

  

中
間

報
告
会

延
期

願
 

 

 
 

年
 
 

月
 
 

日
  

高
知

県
立
大

学
大
学

院
看
護

学
研
究

科
長
 

様
 

   

看
護
学

研
究
科

 
看
護

学
専
攻

 
博
士

前
期
課

程
 

学
籍
番

号
 

氏
 
 

名
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
印
 

  

「
高
知

県
立
大

学
大

学
院
看

護
学

研
究

科
修

士
学

位
審

査
及

び
授

与
に

関
す

る
細

則
」

に
基

づ
き

、

進
捗
状
況

を
中

間
報
告

す
べ

き
で
す

が
、
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

の
事
由

に
よ
り
、
中
間

報
告

会
を
６

ヶ
月

間
延
期

し
て

い
た
だ

き
た

い
の
で
、
許
可
し

て
く
だ
さ

る
よ

う
お
願

い
い
た
し

ま
す

｡ 

 

 

記
 

   

主
研

究
指

導
教
員

氏
名
(
自
署

)
：

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

   
  

別
紙

様
式
６

 

 

修
士

論
文

審
査

申
請

書
 

 

 
 

年
 
 

月
 
 

日
  

高
知

県
立
大

学
大
学

院
看
護

学
研
究

科
長
 

様
 

   

看
護
学

研
究
科

 
看
護

学
専
攻

 
博
士

前
期
課

程
 

学
籍
番

号
 
 

氏
 
 

名
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
印
 

     
高

知
県

立
大

学
大

学
院
看

護
学

研
究
科

規
程

第
1
5
条

の
規
定

に
基

づ
き

､下
記

の
修
士
論

文
の

審
査

及
び
最
終

試
験

を
受
け

た
い

の
で
申

請
し

ま
す

｡ 

  

記
 

 

修
士

論
文
 
 

 
 
 

 
4
部
 

修
士

論
文

要
旨

 
 

 
 
 

 
1
部
 

 

     

主
研
究

指
導
教

員
氏
名

（
自
署

）
：
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別
紙

様
式
７

 

修
士

論
文

要
旨

 

看
護

学
専
攻

 
博
士

前
期
課

程
 

 

領
域
 

学
籍

番
号

 

 氏
 

 
名

 

論
文

題
目
 

 

 

 主
研

究
指
導

教
員
氏

名
（
自

署
）
：

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

別
紙

様
式
８

 

  

修
士

論
文

提
出

延
期

願
 

  

 
 

年
 
 

月
 
 

日
  

高
知

県
立
大

学
大
学

院
看
護

学
研
究

科
長
 

様
 

   

看
護
学

研
究
科

 
看
護

学
専
攻

 
博
士

前
期
課

程
 

学
籍
番

号
 

氏
 
 

名
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
印
 

  

「
高
知

県
立
大

学
大

学
院
看

護
学

研
究

科
修

士
学

位
審

査
及

び
授

与
に

関
す

る
細

則
」

に
基

づ
き

、

修
士
論
文

を
提

出
す
べ

き
と

こ
ろ
で

す
が
、
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

の
事
由

に
よ
り
、
修
士

論
文

提
出
を

６
ヶ

月
間
延

期
し

て
い
た

だ
き

た
い
の

で
、
許
可

し
て
く
だ

さ
る

よ
う
お

願
い
い
た

し
ま

す
｡ 

 

 

記
 

   

主
研

究
指

導
教
員

氏
名
(
自
署

)
：
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別
紙

様
式
９

 

修
 
士

 
論

 
文

 
の

 
体

 裁
 

   

(
ｲ
)背

表
紙
・
 

表
紙
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
(
ﾛ
)タ

イ
ト

ル
ペ
ー

ジ
 

            

 
 
＊

は
2
桁
の

場
合

は
半
角

英
数
字

。
1
桁

は
全
 

角
英

数
字

 

 (
ハ

)
日
本

語
要

旨
 

 
 
 

 
 
 

 
(ニ

)
目

 
次

 
 

 
 

 
 
 

 
 
(
ホ

)
本
 

文
 

             

 令
和

**
年
度
 
高
知
県
立
大
学
大
学
院
 
修
士
論
文

 

題
 
 
名

 
題
名
（
英
語
）

 
    

看
護
学
研
究
科
看
護
学
専
攻

 
 

 題 名
 

    氏 名
 

 

要
旨

 
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
・
・
・
・
・

 
 

目
 
次

 
○
○
○
○
○
･
･･
･
･１

 
○
○
○
○
○
･
･･
･
･２

 

        

 令
和

**
年
度
 
高
知
県
立
大
学
大
学
院
 
修
士
論
文

 

題
 
 
名

 
題
名
（
英
語
）

 
   

看
護
学
研
究
科
看
護
学
専
攻

 
博
士
前
期
課
程

 
学
籍
番
号
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別
紙

様
式

１
－

１
 

   

博
士

論
文

指
導

教
員

申
請

書
 

 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
  

高
知

県
立

大
学

大
学

院
看

護
学

研
究

科
長

 
様

 

   

看
護

学
研

究
科

看
護

学
専

攻
 

学
籍

番
号

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

氏
 

 
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
印

 
 

  

  
高

知
県

立
大

学
大

学
院

看
護

学
研

究
科

規
程

第
１

５
条

第
２

項
の

規
定

に
基

づ
く

研
究

を
実

施
す

る
に

当

た
っ

て
、

下
記

の
教

員
に

主
研

究
指

導
教

員
と

し
て

指
導

を
受

け
た

く
、

申
請

い
た

し
ま

す
。
 

  

記
 

   

主
研

究
指

導
教

員
氏

名
：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

           

別
紙

様
式

１
－

２
 

   

博
士

論
文

指
導

教
員

変
更

申
請

書
 

 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
  

高
知

県
立

大
学

大
学

院
看

護
学

研
究

科
長

 
様

 

   

看
護

学
研

究
科

看
護

学
専

攻
 

学
籍

番
号

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

氏
 

 
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
印

 
 

  

  
高

知
県

立
大

学
大

学
院

看
護

学
研

究
科

規
程

第
１

５
条

第
２

項
の

規
定

に
基

づ
く

研
究

を
実

施
す

る
に

当

た
っ

て
、

主
研

究
指

導
教

員
を

下
記

の
と

お
り

変
更

し
、

指
導

を
受

け
た

く
、

申
請

い
た

し
ま

す
。
 

  

記
 

  

現
主

研
究

指
導

教
員

氏
名

：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

新
主

研
究

指
導

教
員

氏
名

：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

          



97

別
紙

様
式

１
－

１
 

   

博
士

論
文

指
導

教
員

申
請

書
 

 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
  

高
知

県
立

大
学

大
学

院
看

護
学

研
究

科
長

 
様

 

   

看
護

学
研

究
科

看
護

学
専

攻
 

学
籍

番
号

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

氏
 

 
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
印

 
 

  

  
高

知
県

立
大

学
大

学
院

看
護

学
研

究
科

規
程

第
１

５
条

第
２

項
の

規
定

に
基

づ
く

研
究

を
実

施
す

る
に

当

た
っ

て
、

下
記

の
教

員
に

主
研

究
指

導
教

員
と

し
て

指
導

を
受

け
た

く
、

申
請

い
た

し
ま

す
。
 

  

記
 

   

主
研

究
指

導
教

員
氏

名
：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

           

別
紙

様
式

１
－

２
 

   

博
士

論
文

指
導

教
員

変
更

申
請

書
 

 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
  

高
知

県
立

大
学

大
学

院
看

護
学

研
究

科
長

 
様

 

   

看
護

学
研

究
科

看
護

学
専

攻
 

学
籍

番
号

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

氏
 

 
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
印

 
 

  

  
高

知
県

立
大

学
大

学
院

看
護

学
研

究
科

規
程

第
１

５
条

第
２

項
の

規
定

に
基

づ
く

研
究

を
実

施
す

る
に

当

た
っ

て
、

主
研

究
指

導
教

員
を

下
記

の
と

お
り

変
更

し
、

指
導

を
受

け
た

く
、

申
請

い
た

し
ま

す
。
 

  

記
 

  

現
主

研
究

指
導

教
員

氏
名

：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

新
主

研
究

指
導

教
員

氏
名

：
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別
紙

様
式

１
－

３
 

   

博
士

論
文

指
導

教
員

変
更

許
可

書
 

 

  

（
学

籍
番

号
）
（

氏
 

名
）

 

  

  
 

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

付
で

申
請

の
あ

っ
た

博
士

論
文

指
導

教
員

の
変

更
に

つ
い

て
、

下
記

の
と

お

り
許

可
し

ま
す

。
 

  

記
 

   

新
主

研
究

指
導

教
員

氏
名

：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  変
更

日
：

 
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
 

 

   
 

 
 

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
高

知
県

立
大

学
大

学
院

看
護

学
研

究
科

長
 

 

       

別
紙

様
式

３
 

 

研
究

計
画

申
請

書
 

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

  
高

知
県

立
大

学
大

学
院

看
護

学
研

究
科

長
 

様
 

   
看

護
学

研
究

科
 

看
護

学
専

攻
 

博
士

後
期

課
程

 
学

籍
番

号
 

 
氏

 
 

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
印

 
   

高
知

県
立

大
学

大
学

院
看

護
学

研
究

科
規

程
第

１
５

条
第

２
項

の
規

定
に

基
づ

く
研

究
を

実
施

す
る

に
当

た

っ
て

、
下

記
の

研
究

計
画

書
を

提
出

い
た

し
ま

す
｡
 

  
記

  
研

究
計

画
書

 
 

 
4
部

 
  

主
研

究
指

導
教

員
氏

名
(自

署
)：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 副
研

究
指

導
教

員
氏

名
(自

署
）
：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

別
紙

様
式

４
 

 

延
期

願
 

 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
  

高
知

県
立

大
学

大
学

院
看

護
学

研
究

科
長

 
様

 

   

看
護

学
研

究
科

 
看

護
学

専
攻

 
博

士
後

期
課

程
 

学
籍

番
号

 
 

氏
 

 
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
印

 

  

「
高

知
県

立
大

学
大

学
院

看
護

学
研

究
科

（
看

護
学

専
攻

）
博

士
学

位
審

査
及

び
授

与
に

関
す

る
細

則
」

に

基
づ

き
、

研
究

計
画

書
の

審
査

を
受

け
る

べ
き

で
す

が
、

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
の

事
由

に
よ

り
、

審
査

実
施

を
６

ヶ
月

間
延

期
し

て
い

た
だ

き
た

い
の

で
、

許
可

し
て

く
だ

さ
る

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま

す
｡
 

   

     

主
研

究
指

導
教

員
氏

名
(
自

署
)
：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

      

別
紙

様
式

５
 

研
究

計
画

書
の

体
裁

 

（
イ

）
表

 
 

紙
 

 （
ロ

）
目

 
 

次
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
ハ

）
本

 
 

文
 

   

 

令
和

＊
＊

年
度

 
博

士
論

文
 

研
究

計
画

書
 

 

題
名
 

   

学
籍

番
号

 

 

氏
名
 

  

目
次
 

 

 
○

○
○

○
○

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
１

 

 
○

○
○

○
○

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
７

 

 

           

－
頁

 
数

－
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別
紙

様
式

４
 

 

延
期

願
 

 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
  

高
知

県
立

大
学

大
学

院
看

護
学

研
究

科
長

 
様

 

   

看
護

学
研

究
科

 
看

護
学

専
攻

 
博

士
後

期
課

程
 

学
籍

番
号

 
 

氏
 

 
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
印

 

  

「
高

知
県

立
大

学
大

学
院

看
護

学
研

究
科

（
看

護
学

専
攻

）
博

士
学

位
審

査
及

び
授

与
に

関
す

る
細

則
」

に

基
づ

き
、

研
究

計
画

書
の

審
査

を
受

け
る

べ
き

で
す

が
、

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
の

事
由

に
よ

り
、

審
査

実
施

を
６

ヶ
月

間
延

期
し

て
い

た
だ

き
た

い
の

で
、

許
可

し
て

く
だ

さ
る

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま

す
｡
 

   

     

主
研

究
指

導
教

員
氏

名
(
自

署
)
：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

      

別
紙

様
式

５
 

研
究

計
画

書
の

体
裁

 

（
イ

）
表

 
 

紙
 

 （
ロ

）
目

 
 

次
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
ハ

）
本

 
 

文
 

   

 

令
和

＊
＊

年
度

 
博

士
論

文
 

研
究

計
画

書
 

 

題
名
 

   

学
籍

番
号

 

 

氏
名
 

  

目
次
 

 

 
○

○
○

○
○

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
１

 

 
○

○
○

○
○

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
７

 

 

           

－
頁

 
数

－
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別
紙

様
式

７
 

 

延
期

願
 

 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
  

高
知

県
立

大
学

大
学

院
看

護
学

研
究

科
長

 
様

 

   

看
護

学
研

究
科

 
看

護
学

専
攻

 
博

士
後

期
課

程
 

学
籍

番
号

 

氏
 

 
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
印

 

   
「

高
知

県
立

大
学

大
学

院
看

護
学

研
究

科
（

看
護

学
専

攻
）

博
士

学
位

審
査

及
び

授
与

に
関

す
る

細
則

」
に

基
づ

き
、

中
間

報
告

会
に

お
い

て
研

究
の

進
行

状
況

を
報

告
す

べ
き

で
す

が
、

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
事

由
に

よ
り

、
中

間
報

告
会

開
催

を
６

ヶ
月

間
延

期
し

て
い

た
だ

き
た

い
の

で
、

許
可

し
て

く
だ

さ
る

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

｡
 

  

記
 

   

主
研

究
指

導
教

員
氏

名
(
自

署
)
：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

      

別
紙

様
式

９
 

 

博
士

論
文

一
次

審
査

申
請

書
 

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

  
高

知
県

立
大

学
大

学
院

看
護

学
研

究
科

長
 

様
 

   
看

護
学

研
究

科
 

看
護

学
専

攻
 

博
士

後
期

課
程

 
学

籍
番

号
 

 
氏

 
 

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

印
 

 
  

高
知

県
立

大
学

大
学

院
学

位
規

程
第

５
条

の
規

定
に

基
づ

き
、

下
記

の
博

士
論

文
の

第
一

次
審

査
を

受
け

た

い
の

で
申

請
し

ま
す

｡
 

 
記

  
博

士
論

文
 

 
 

 
4
部

 
博

士
論

文
要

旨
 

 
1
部

 
  

主
研

究
指

導
教

員
氏

名
(自

署
)：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 副
研

究
指

導
教

員
氏

名
(自

署
）
：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   



101

別
紙

様
式

１
０

 

第
一

次
審

査
博

士
論

文
要

旨
 

看
護

学
専

攻
 

学
籍

番
号

 
 氏

 
 

名
 

論
文

題
目

 
 

 

 
主

研
究

指
導

教
員

氏
名

（
自

署
）
：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

別
紙

様
式

１
２

 
 

博
士

論
文

審
査

申
請

書
 

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

  
高

知
県

立
大

学
大

学
院

看
護

学
研

究
科

長
 

様
 

   
看

護
学

研
究

科
 

看
護

学
専

攻
 

博
士

後
期

課
程

 
学

籍
番

号
 

 
氏

 
 

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

印
 

   
高

知
県

立
大

学
大

学
院

学
位

規
程

第
１

０
条

の
規

定
に

基
づ

き
、

下
記

の
博

士
論

文
の

審
査

及
び

最
終

試
験

を
受

け
た

い
の

で
申

請
し

ま
す

｡
 

 
記

  
博

士
論

文
 

 
 

 
5
部

 
博

士
論

文
要

旨
 

 
1
部

 
  

主
研

究
指

導
教

員
氏

名
(自

署
)：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 副
研

究
指

導
教

員
氏

名
(自

署
）
：
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別
紙

様
式

１
３

－
１

 

博
士

論
文

要
旨

（
和

文
）

 
看

護
学

専
攻

 
学

籍
番

号
 

 氏
 

 
名

 

論
文

題
目

 
 

 

 
主

研
究

指
導

教
員

氏
名

（
自

署
）
：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

別
紙

様
式

１
３

－
２

 

博
士

論
文

要
旨

（
英

文
）

 
看

護
学

専
攻

 
学

籍
番

号
 

 氏
 

 
名

 

論
文

題
目

 
 

 

 
主

研
究

指
導

教
員

氏
名

（
自

署
）
：
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別
紙

様
式

１
４

 

学
位

名
確

認
書

 
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
 

  高
知

県
立

大
学

大
学

院
看

護
学

研
究

科
長

 
様

 
  

看
護

学
研

究
科

 
看

護
学

専
攻

 
博

士
後

期
課

程
 

学
籍

番
号

 
 

氏
 

 
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
印

 
    
高

知
県

立
大

学
大

学
院

学
位

規
程

第
10

条
の

規
定

に
基

づ
き

､
博

士
論

文
審

査
申

請
書

を
提

出
い

た
し

ま
し

た
が

､
申

請
す

る
学

位
は

、
下

記
の

と
お

り
で

す
｡
 

   
記

 
  

博
士

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

 
 

          

別
紙

様
式

１
５

 

入
学

後
の

履
修

状
況

及
び

学
修

内
容

 
看

護
学

専
攻

 
学

籍
番

号
 

 氏
 

 
名

 
入

学
後

の
履

修
状

況
 

入
学

後
の

学
修

内
容
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別
紙

様
式

１
６

 

博
士

論
文

の
体

裁
 

 

（
イ

）
表

 
 

紙
 

 
 

 
 

 
 

 
（

ロ
）

タ
イ

ト
ル

ペ
ー

ジ
 

 
 

 
 

 
 

（
ハ

）
日

本
語

要
旨

 

   （
ニ

）
英

語
要

旨
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
ホ

）
目

 
 

次
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
ヘ

）
本

 
 

文
 

     

題

  

名

   

氏

 

名

 

令 和 ＊ ＊ 年 度 

 令
和

**
年
度
 
高
知
県
立
大
学
大
学
院
 
博
士
論
文

 

  
題

名
（

日
本

語
）

 
題

名
（

英
語

）
 

  
看

護
学

研
究

科
看

護
学

専
攻

 
博

士
後

期
課

程
 

 
氏

名
 

目
次

 
 

○
○

○
○

○
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
１

 
○

○
○

○
○

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
７

 

 
       

 
－

頁
 

数
－

 

令
和

**
年
度
 
高
知
県
立
大
学
大
学
院
 
博
士
論
文

 

 
題

名
（

日
本

語
）

 
題

名
（

英
語

）
 

 
看

護
学

研
究

科
看

護
学

専
攻

 
博

士
後

期
課

程
 

学
籍

番
号

 
氏

名
 

 
指

導
教

員
 

＊
＊

＊
＊

教
授

 

論
 

文
 

要
 

旨
 

題
 

 
名

 氏
 

名
 

 

Ab
st

ra
ct

 
Ti

tle
 

N
am

e 
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106



107



108



109



110



111



112

別
紙
様

式
１
 

  

研
 

究
 
仮

 
題

 
目

 
届

 

 

 
 

年
 
 

月
 
 

日
  

高
知
県

立
大
学

大
学
院

人
間
生

活
学
研

究
科
長

 
様
 

   

人
間

生
活
学

研
究
科

 
人
間

生
活
学

専
攻
 

博
士
前

期
課
程

 

学
籍

番
号
 

 

氏
 

 
名
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
印

 

    

研
究

仮
題
目

：
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

  
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

  
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

     

主
研
究

指
導
教

員
氏
名

（
自
署

）
：

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

         

別
紙
様

式
２
 

  

研
究

計
画

審
査

申
請

書
 

 

 
 

年
 
 

月
 
 

日
  

高
知
県

立
大
学

大
学
院

人
間
生

活
学
研

究
科
長

 
様
 

   

人
間

生
活
学

研
究
科

 
人
間

生
活
学

専
攻
 

博
士
前

期
課
程

 

学
籍

番
号
 

 

氏
 

 
名
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
印

 

     
高
知
県

立
大
学

大
学
院

人
間
生

活
学
研

究
科
規

程
第

1
5
条
の
規

定
に
基

づ
く
研

究
を
実

施
す
る

に
当

た
っ
て

、
下
記

の
研
究

計
画
書

の
審
査

を
受
け

た
い
の

で
申
請

し
ま
す

｡ 

  

記
 

 

研
究

計
画

書
 

 
 
 

 
 
 
  
4
部
 

 

     

主
研
究

指
導
教

員
氏
名

（
自
署

）
：
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別
紙
様

式
３
－

１
 

研
究

計
画

書
の

体
裁

 

（
イ

）
表

 
 

紙
 

 （
ロ

）
目

 
 

次
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
（

ハ
）

本
 

 
文

 

  

 
令

和
＊

＊
年
度

 
修

士
論
文
 

研
究
計
画

書
 

 

題
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115

別紙様式 5-1 

研究指導教員氏名（自署）：               

論文題目[ゴシック体・12pt・中央寄せ・｢別紙様式 5-1｣｢中間発表要旨｣｢修士論文要旨｣の語は記載しない] 
副題[ゴシック体・11pt・中央寄せ] 

キーワード[明朝体・9pt・左寄せ・６語以内・｢キーワード｣の語は記載しない] 

所属領域 学籍番号 氏名[明朝体・11pt・右寄せ・｢所属領域｣｢学籍番号｣｢氏名｣の語は記載しない] 

 

 (1)ここから本文を入力してください。他の文書からコ

ピーして貼り付ける場合は、「形式を選択してペース

ト・・・」を選び、テキスト形式で貼り付けてください。

その後、文字修飾を付けてください(単純にペーストする

と、文字形・文字数・サイズなどが所定のものとは異な

ってしまうことがあります）。 

 (2)中間発表用要旨は２頁、修士論文発表用要旨は４頁

です。 

 (3)表題頁(１頁目)の本文は25字/行×40行/段×２段

/頁，２頁目以降の本文は 25 字/行×45 行/段×２段/頁

です。 

 (4)１頁目の１～５行目には、２段通しで、①研究テー

マまたは論文表題・副題、②キーワード(６語以内)、③

所属領域、④学籍番号、⑤本人氏名を所定のポイント(pt)

数・フォント・位置で記載してください。この１～５行

目に記載する表題・氏名等には、語の途中に、語のまと

まり上必要な空白以外の、不要な空白は入れないでくだ

さい。ただし、氏名(フルネーム)がすべて漢字でかつ合

計文字数が３文字以下の場合には、氏と名の間に全角１

文字分(氏名が３文字のとき)または２文字分(氏名が２

文字のとき)の空白をあけてください。 

 (5)文字のポイント数・フォント：表題はゴシック体 

12pt、所属領域・学籍番号・氏名は明朝体11pt、本文は

明朝体9.5pt～9.8pt としてください。 

 (6)上下左右のマージン(余白)・改行幅(行の下端から

つぎの行の下端までの寸法)は変更しないでください。図

表・写真等を挿入する場合には、もとの改行幅のままで

必要なスペースを確保し、本文の文字行数と図表等に要

した分の行数の合計で、所定の行数(40 または 45 行)と

なるようにしてください。この原則は、項目(章・節・項

など)の表題などにも適用します。項目表題を罫線で囲む

などで２行以上のスペースをとった場合には、もとの改

行幅で行数を数えて、全体が所定の行数になるようにし

てください。なお、項目(章・節・項など)の表題はゴシ

ック体としてください。 

 (7)以下の○は行頭位置を示すために便宜的に入れた

ものです。原稿作成時に削除してください。 

○ 

○ 

○40 

○01 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○10 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○20 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○30 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○40 
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研 究 指 導 教 員 氏 名 （ 自 署 ） ：

 

論 文 題 目[ゴ シ ッ ク 体･12pt･上 端 寄 せ(上 端 か ら 全 角 ２ つ 分 空 白)･｢様 式5-2｣｢中 間 発 表 要 旨｣等 は 記 載 し な い]
 

  
副 題[ゴ シ ッ ク 体 ・11pt・ 上 端 寄 せ(上 端 か ら 全 角 ３ つ 分 は 空 白)]

 

キ ー ワ ー ド[明 朝 体 ・9pt・ 上 端 寄 せ ・ ６ 語 以 内 ・｢キ ー ワ ー ド｣の 語 は 記 載 し な い]
 

所 属 領 域

 

学 籍 番 号

 

氏 名[明 朝 体 ・11ポ イ ン ト ・ 下 端 寄 せ ・｢所 属 領 域｣｢学 籍 番 号｣｢氏 名｣の 語 は 記 載 し な い]
 

 

 
(一)こ こ か ら 本 文 を 入 力 し て く だ さ い 。 他 の 文 書 か ら

コ ピ ー し て 貼 り 付 け る 場 合 は 、 「 形 式 を 選 択 し て ペ ー ス

ト ・ ・ ・ 」 を 選 び 、 テ キ ス ト 形 式 で 貼 り 付 け て く だ さ い 。

そ の 後 、 文 字 修 飾 を 付 け て く だ さ い(単 純 に ペ ー ス ト す る

と 、 文 字 形 ・ 文 字 数 ・ サ イ ズ な ど が 所 定 の も の と は 異 な

っ て し ま う こ と が あ り ま す ） 。

 

 
(二)中 間 発 表 用 要 旨 は ２ 頁 、 修 士 論 文 発 表 用 要 旨 は ４

頁 で す 。

 

 
(三)表 題 頁(１ 頁 目)の 本 文 は 25字/行 ×40行/段 × ２

段/頁 ， ２ 頁 目 以 降 の 本 文 は 25字/行 ×45行/段 × ２ 段/

頁 で す 。

 

 
(四)１ 頁 目 の １ ～ ５ 行 目 に は 、 ２ 段 通 し で 、 ① 研 究 テ

ー マ ま た は 論 文 表 題 ・ 副 題 、 ② キ ー ワ ー ド(６ 語 以 内)、

③ 所 属 領 域 、 ④ 学 籍 番 号 、 ⑤ 本 人 氏 名 を 所 定 の ポ イ ン ト

(pt)数 ・ フ ォ ン ト ・ 位 置 で 記 載 し て く だ さ い 。 こ の １ ～

５ 行 目 に 記 載 す る 表 題 ・ 氏 名 等 に は 、 語 の 途 中 に 、 語 の

ま と ま り 上 必 要 な 空 白 以 外 の 、 不 要 な 空 白 は 入 れ な い で

く だ さ い 。 た だ し 、 氏 名(フ ル ネ ー ム)が す べ て 漢 字 で か

つ 合 計 文 字 数 が ３ 文 字 以 下 の 場 合 に は 、 氏 と 名 の 間 に 全

角 １ 文 字 分(氏 名 が ３ 文 字 の と き)ま た は ２ 文 字 分(氏 名

が ２ 文 字 の と き)の 空 白 を あ け て く だ さ い 。

 

 
(五)文 字 の ポ イ ン ト 数 ・ フ ォ ン ト ： 表 題 は ゴ シ ッ ク 体

 
12pt、 所 属 領 域 ・ 学 籍 番 号 ・ 氏 名 は 明 朝 体11pt、 本 文 は

明 朝 体9.5pt～9.8ptと し て く だ さ い 。

 

 
(六)上 下 左 右 の マ ー ジ ン(余 白)・ 改 行 幅(行 の 左 端 か ら

つ ぎ の 行 の 左 端 ま で の 寸 法)は 変 更 し な い で く だ さ い 。 図

表 ・ 写 真 等 を 挿 入 す る 場 合 に は 、 も と の 改 行 幅 の ま ま で

必 要 な ス ペ ー ス を 確 保 し 、 本 文 の 文 字 行 数 と 図 表 等 に 要

し た 分 の 行 数 の 合 計 で 、 所 定 の 行 数(40ま た は 45行)と

な る よ う に し て く だ さ い 。 こ の 原 則 は 、 項 目(章 ・ 節 ・ 項

な ど)の 表 題 な ど に も 適 用 し ま す 。 項 目 表 題 を 罫 線 で 囲 む

な ど で ２ 行 以 上 の ス ペ ー ス を と っ た 場 合 に は 、 も と の 改

行 幅 で 行 数 を 数 え て 、 全 体 が 所 定 の 行 数 に な る よ う に し

て く だ さ い 。 な お 、 項 目(章 ・ 節 ・ 項 な ど)の 表 題 は ゴ シ

ッ ク 体 と し て く だ さ い 。

 

 
(七)以 下 の ○ は 行 頭 位 置 を 示 す た め に 便 宜 的 に 入 れ た

も の で す 。 原 稿 作 成 時 に 削 除 し て く だ さ い 。

 

○

 

○

 

○40
 

○01
 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○10
 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○20
 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○30
 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○40
 

別 紙 様 式5-2
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別紙様式 5-3（英語論文） 

Supervisor's signature:                

論文題目 [Times New Roman・12pt・中央寄せ・｢別紙様式 5-3｣｢中間発表要旨｣｢修士論文要旨｣の語は記載しない] 
キーワード[Times New Roman・12pt・左寄せ・６語以内・｢キーワード｣の語は記載しない] 

学籍番号 氏名[Times New Roman・12pt・右寄せ・｢学籍番号｣｢氏名｣の語は記載しない] 
 
  

 

(1)文字のポイント数・フォント：11pt・Times New Roman  

(2)上下左右のマージン(余白)：四方１インチ(2.54cm)幅 

(3)１行全角 35 文字×40 行 

(4)パラグラフの冒頭は半角3文字分のスペースを空ける。 

 

1. What is a review of the literature? 

A literature review is an account of what has been 

published on a topic by accredited scholars and researchers. 

Occasionally you will be asked to write one as a separate 

assignment (sometimes in the form of an annotated 

bibliography?see the bottom of the next page), but more often 

it is part of the introduction to an essay, research report, or 

thesis. In writing the literature review, your purpose is to 

convey to your reader what knowledge and ideas have been 

established on a topic, and what their strengths and 

weaknesses are. As a piece of writing, the literature review 

must be defined by a guiding concept (e.g., your research 

objective, the problem or issue you are discussing, or your 

argumentative thesis). It is not just a descriptive list of the 

material available, or a set of summaries. 

   Besides enlarging your knowledge about the topic, writing 

a literature review lets you gain and demonstrate skills in two 

areas. 

   A literature review is a piece of discursive prose, not a list 

describing or summarizing one piece of literature after another. 

It’s usually a bad sign to see every paragraph beginning with 

the name of a researcher. Instead, organize the literature 

review into sections that present themes or identify trends, 

including relevant theory. You are not trying to list all the 

material published, but to synthesize and evaluate it according 

to the guiding concept of your thesis or research question 

   If you are writing an annotated bibliography, you may 

need to summarize each item briefly, but should still follow 

through themes and concepts and do some critical assessment 

of material. Use an overall introduction and conclusion to state 

the scope of your coverage and to formulate the question, 

problem, or concept your chosen material illuminates. Usually 

you will have the option of grouping items into sections?this 

helps you indicate comparisons and relationships. You may be 

able to write a paragraph or so to introduce the focus of each 

section. 

(https://writingcenter.unc.edu/tips-and-tools/literature-reviews/

から引用) 
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○
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･･
･
･･
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･
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大
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日

本
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名

（
英
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人

間
生

活
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科
 

博
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前
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学
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番
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＊
＊
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○
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別紙様式１６－２ 

 

博 士 論 文 の 体 裁 

 

（イ）表  紙(背表紙)                      （ロ）タイトルページ 

Title of the Dissertation 

 

A Dissertation 

Submitted to the Faculty of 

the Graduate School of Human Life Sciences in 

Partial Fulfillment of 

the Requirements for the Degree 

Doctor of Philosophy 

 

by 

**G***[Student PIN]   

Student’s Name 

 

Chief Supervisor:  Prof. ** ** 
 

University of Kochi 

 
Month Year 

Title of the Dissertation 

 

A Dissertation 

Submitted to the Faculty of 

the Graduate School of Human Life Sciences in 

Partial Fulfillment of 

the Requirements for the Degree 

Doctor of Philosophy 

 

by 

**G***[Student PIN]   

Student’s Name 

 

Chief Supervisor:  Prof. ** ** 
 

University of Kochi 

 
Month Year 

Title of the D
issertation     Student’s N

am
e            Year

 

 

 

（ハ）英語要旨           （ニ）目 次             （ホ）本 文 

 

Abstract 
Title 

Name 
 

 

 

Contents 

 

 ○○○○○. . . . . . . . .１ 

 ○○○○○. . . . . . . . .７ 

 

Chapter 1 

Literature Review 

 

*********************

************************

******* 

 
 
 

－page－ 



135

別紙様式１６－２ 

 

博 士 論 文 の 体 裁 

 

（イ）表  紙(背表紙)                      （ロ）タイトルページ 

Title of the Dissertation 

 

A Dissertation 

Submitted to the Faculty of 

the Graduate School of Human Life Sciences in 

Partial Fulfillment of 

the Requirements for the Degree 

Doctor of Philosophy 

 

by 

**G***[Student PIN]   

Student’s Name 

 

Chief Supervisor:  Prof. ** ** 
 

University of Kochi 

 
Month Year 

Title of the Dissertation 

 

A Dissertation 

Submitted to the Faculty of 

the Graduate School of Human Life Sciences in 

Partial Fulfillment of 

the Requirements for the Degree 

Doctor of Philosophy 

 

by 

**G***[Student PIN]   

Student’s Name 

 

Chief Supervisor:  Prof. ** ** 
 

University of Kochi 

 
Month Year 

Title of the D
issertation     Student’s N

am
e            Year

 

 

 

（ハ）英語要旨           （ニ）目 次             （ホ）本 文 

 

Abstract 
Title 

Name 
 

 

 

Contents 

 

 ○○○○○. . . . . . . . .１ 

 ○○○○○. . . . . . . . .７ 

 

Chapter 1 

Literature Review 

 

*********************

************************

******* 

 
 
 

－page－ 
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（様式１） 

 

改姓等届 

 

  （元号）   年   月   日  

 

 高知県立大学長 様 

 

所属        学部       学科  

 

              研究科       専攻  

 

学籍番号 

 

氏 名             印 

 

 改姓等しましたので、下記のとおり届出ます。 

 

記 

 
１ 戸籍上の氏名（新氏名）   
 

新氏名 
 

（ふりがな） 
 

 
 
２ 旧戸籍上の氏名（旧氏名）  

 
旧氏名 

 

（ふりがな） 
 

 
 
３ 改姓等年月日       （元号）    年    月    日 
 
 
（注） 
 １ 事実が確認できる書類（戸籍抄本等）を添付してください。 

 ２ 旧姓使用を希望する場合は、通称名等使用申出書（様式２）をあわせて提出し

てください。 

  

（様式２） 

 

通称名等使用申出書 

 

  （元号）   年   月   日  

 

 高知県立大学長 様 

 

所属        学部       学科  

 

              研究科       専攻  

 

学籍番号 

 

氏 名             印 

（戸籍抄本等と同じ） 

 

 通称名等を使用したいので、確認書類を添えて下記のとおり申出ます。 

 

記 

 
１ 使用する通称名等 

 
氏 名 

 

（ふりがな） 
 

 
 
 
２ 戸籍上の氏名 

 
氏 名 

 

（ふりがな） 
 

 
 
 
３ 使用理由  ※該当の番号に〇を記入 

１ 旧姓を使用                  （添付書類：戸籍抄本等） 
２ 病気や障害のために通称名等を使用      （添付書類：医師の診断書） 
３ 外国籍である学生が住民票に記載されている通称名を使用（添付書類：住民

票） 
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（様式２） 

 

通称名等使用申出書 

 

  （元号）   年   月   日  

 

 高知県立大学長 様 

 

所属        学部       学科  

 

              研究科       専攻  

 

学籍番号 

 

氏 名             印 

（戸籍抄本等と同じ） 

 

 通称名等を使用したいので、確認書類を添えて下記のとおり申出ます。 

 

記 

 
１ 使用する通称名等 

 
氏 名 

 

（ふりがな） 
 

 
 
 
２ 戸籍上の氏名 

 
氏 名 

 

（ふりがな） 
 

 
 
 
３ 使用理由  ※該当の番号に〇を記入 

１ 旧姓を使用                  （添付書類：戸籍抄本等） 
２ 病気や障害のために通称名等を使用      （添付書類：医師の診断書） 
３ 外国籍である学生が住民票に記載されている通称名を使用（添付書類：住民

票） 
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（様式４） 

 

通称名等使用中止届 

 

  （元号）   年   月   日  

 

 高知県立大学長 様 

 

所属        学部       学科  

 

              研究科       専攻  

 

学籍番号 

 

氏 名             印 

 

 通称名等の使用を中止したいので、下記のとおり届出ます。 

 

記 

１ 中止する通称名等 
 

氏 名 
 

（ふりがな） 
 

 
 
 
２ 使用する戸籍上の氏名 

 
氏 名 

 

（ふりがな） 
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（様式５） 

 

高知県立大学学生の氏名表記について 

 

 

 本学では、学生からの申出により、学生の氏名について戸籍上の氏名でなく通称

名等を使用することを認めており、下記学生の氏名については、学位記を始め各種

文書等（ただし、法令等の定めにより通称名等の使用が認められていないものを除

く。）で通称名等を使用しています。 

 

 

記 

 
使用する通称名等 

 
氏 名 

 

（ふりがな） 
 

 
 
 
戸籍上の氏名 

 
氏 名 

 

（ふりがな） 
 

  
 
 
 
 
 

（元号）  年  月  日 
 

 

高知県立大学長  

 
 

 

 

 

 

 

※）この書類は、通称名等を使用する学生から依頼された場合に作成し、交付する

こととする。 
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３ 高知県立大学学生の表彰に関する規程 
 

（趣旨） 

第１条 高知県立大学学則第42条の規定に基づき、本学学生の表彰に関し必要な事項を定めるものとする。 

 

（実施） 

第２条 表彰は、この規程の定めるところにより、次の各号の議を経て学長が行う。 

（１）大学賞及びそれに準ずる表彰においては教育研究審議会 

（２）学長奨励賞においては学生委員会 

（３）学長賞及びそれに準ずる表彰においては学生委員会 

 

（表彰） 

第３条 表彰は、表彰状を授与して行うこととし、あわせて記念品を贈呈する。 

 

（表彰の対象） 

第４条 表彰される対象となる学生は次の各号に該当するものとする。 

 （１）大学賞は、学士課程及び博士課程の当該年度における卒業又は修了者とする。 

（２）学長奨励賞は、２回生以上の学士課程在籍者とする。 

（３）学長賞は、学士課程在籍者とする。 

 

（表彰の基準） 

第５条 表彰の基準は、次の各号に該当するものとし、大学賞は１号及び５号、学長奨励賞は２号、学長賞

は３号から５号までに該当する者とする。なお、３号及び４号該当者の中でも特に優れていると認められ

た者は大学賞に該当するものとする。 

（１）本学における学業成績、論文・学術研究等の成果が特に優れていると認められる者 

（２）大学における学業成績が特に優れていると認められ、かつ、他の学生の模範となる者 

（３）本学における課外活動の成果が特に顕著であり、かつ、本学の課外活動の振興に功績があったと認

められる者 

（４）社会活動において特に優れた評価を受け、かつ、本学の名誉を著しく高めたと認められる者 

（５）その他、以上の各号と同等またはそれ以上の表彰に価する行為等があったと認められる者 

 

（受賞者の選考及び決定） 

第６条 受賞者の選考及び決定は次の各号により行うこととする。 

（１）大学賞については、学部長、研究科長及び学生部長は、第５条に該当する所属の学生について、事

実関係を整理し、資料を作成して教育研究審議会に提出する。教育研究審議会は、学部長等から推薦

された学生について選考を行い、学長は受賞者を決定する。 

（２）学長奨励賞及び学長賞については、学生部長は、第５条に該当する学生について、事実関係を整理

し、資料を作成して学生委員会に提出する。学生委員会は第２条に基づき選考を行い、学長は受賞者

を決定する。 

附 則 

 この規程は、令和２年４月１日から施行する。 

本規定の制定に伴い、高知県立大学学生の表彰に関する申し合わせは廃止する。 
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８ 高知県立大学後援会会則 

 

第１条 この会は、高知県立大学後援会という。 

第２条 この会は、高知県立大学の教育方針に協力し、その健全な発展のため、学生の勉学及び課外活動

等の援助を行うとともに会員相互の連帯感を強め大学の発展に寄与することを目的とする。 

第３条 この会は、高知県立大学の学生の保護者及び有志をもって組織する。 

第４条 この会の事務所は、高知県立大学内におく。 

第５条 この会の経費は会費、寄付金及びその他の収入をもってこれを支弁する。 

第６条 この会に、次の役員をおき、任期を２年とし、再任を妨げない。ただし、補充就任のときは前任

者の残任期間とする。 

             会  長  １ 名 

             副 会 長  ３ 名 

             理  事  若干名 

             監  事  ２ 名 

第７条 会長は理事会で選出する。 

２ 副会長は理事の中から会長が指名する。ただし、１名は高知県立大学学生部長をもってこれに充て

る。 

３ 理事及び監事は、会長が委嘱する。 

４ 本会に事務局をおき、職員は会長が委嘱する。 

第８条 会長はこの会を統理し、会議の議長となる。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長事故あるときはこれを代理する。 

３ 理事は、重要事項を協議する。 

４ 監事は、会計の事務を監査し、理事会にその意見を報告し、理事会に出席して、会計及びこの会の

事業の執行、運営等に関し意見を述べることができる。 

第９条 この会に、顧問若干名をおき理事会の決議により会長が委嘱する。 

第 10 条 この会に会長、副会長及び理事で構成する理事会をおき、次の事項について協議し、決定する。 

(1) この会の歳入歳出予算及び決算 

(2) 会則並びに諸規定の制定改定 

(3) 事業及びその実施方法 

(4) 役員の選出 

(5) その他の重要な事項 

第 11 条 理事会は、会長が招集し、出席者の過半数をもって決議するものとする。ただし、緊急に決定が

必要な場合には、会長が顧問の意見を聞き専決することができる。なお、この場合には、専決後
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最も早く開催される理事会に報告し、承認を得るものとする。 

第 12 条 この会の会員は、次の３種とする。 

  ア 普通会員 学生の保護者 

  イ 特別会員 有志者 

  ウ 名誉会員 功労者にして理事会の推薦したもの 

第 13 条 本会員の会費を次のとおり定める。 

  ア 普通会員 学生一人につき(就学全期間) 

    普通会費 学生の就学年限の年数に 9,000 円を乗じた金額 

入 会 費 15,000 円 ただし、本学に在籍する学生が引き続き本学の大学院に 

入学した場合は徴収しない。 

  イ 特別会費 一時金 1,000 円以上 

２ 普通会費及び入会金は、入会のとき納付しなければならない。 

第 14 条 この会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月 31 日に終わるものとする。 

第 15 条 特に必要がある場合は、理事会の承認を得て支部を設けることができる。 

２ 支部に支部長をおく。 

３ 支部長は第７条第２項の規定にかかわらず理事となるものにする。 

４ 支部に関する規定は会長が別に定める。 

 

 

   附   則 

この会則は、平成 23 年４月１日より適用する。 
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９ 高知県立大学同窓会しらさぎ会会則 

 
（名称） 
第１条 この会は、しらさぎ会（以下「本会」という）と称する。 
（目的） 
第２条 本会は、会員相互の親睦向上を図り母校の発展に貢献し、社会文化の進展に寄与することを目的とする。 
（事業） 
第３条 本会は、その目的を達成するために次の事業を行う。 
（１）会員の名簿の作成及び会報の発行 
（２）その他母校の発展に関する適切な事業 
（会員） 
第４条 本会は次の会員をもって組織する。 

普通会員 高知県立女子専門学校卒業者、高知女子大学卒業者（２年修了者を含む）及び高知女子大学大学院研究科修

了者、高知県立大学卒業者及び高知県立大学大学院研究科修了者 
特別会員 高知県立大学（高知女子大学及び女子専門学校を含む）現教職員及び旧教職員 

（事務局） 
第５条 本会は、事務局を高知県立大学内におく。 
（役員） 
第６条 本会に次の役員をおく。 
（１）理事は 15 名以内とする。 

理事は会長１名、副会長２名、業務担当理事（支部担当、広報担当、事業担当、会計担当、書記担当を含む）とする。 
（２）監事２名とする。 
２ 本会に名誉会長をおく。名誉会長は、高知県立大学長とする。 
３ 本会に顧問２名をおく。特別会員の中から会長が委嘱する。 
（役員の任期） 
第７条 任期は２ヵ年とし、再任を妨げないが、３期を限度とする。任期の途中で交代した場合は前任 
者の残任期間とする。 

２ 会長の任期は、２期を限度とする。 
（役員の選任） 
第８条 理事及び監事は、推薦委員会から推薦された候補者を総会において選任する。 
２ 会長及び副会長は、理事の互選とする。 
３ 理事・監事は相互にこれを兼ねることはできない。 
（役員の職務権限） 
第９条 会長は、本会を統括し本会を代表する。 
２ 副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときはその職務を代行する。 
３ 理事は会務を評議して企画運営業務執行にあたる。 
４ 会計担当理事は、会計に関する庶務を、支部担当理事は支部に関する会務を、広報担当理事は広報に関する庶務を、

事業担当理事は事業に関する会務を、書記担当理事は会議の記録に関する会務を担当する。 
５ 監事は会計及び本会の運営全般について監査をおこなう。 
（職員）  
第10条 本会に職員を置くことができる。 
（会議） 
第11条 会議は総会及び理事会の２種類とする。 
２ 理事会は必要に応じて開催し、次の事項について協議し、決定する。 
（１）同窓会運営に関する諸計画と実施方法 
（２）会報の作成 
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（３）総会より委任された事項 
（４）必要と認めた事業について、小委員会を置くことができる 
（５）その他の重要事項 
第12条 総会は、理事会及び監事、代議員をもって構成し、定期総会並びに臨時総会とする。 
２ 定期総会は、毎年５月に開催する。 
３ 臨時総会は、理事会が必要と認めたとき及び会員の 100 名以上から会議の目的たる事項を示して請求のあったとき開

催する。 
（会議の招集） 
第13条 会議は会長が招集する。 
（会議の定足数） 
第14条 総会は、理事及び監事、代議員の過半数の出席をもって成立し、出席者の過半数の承認をもって議決する。 
２ 可否同数の場合は、議長がこれを決する。 
（議長の選出） 
第15条 総会の議長は、当日出席者の中から選出する。 
（総会の議決事項） 
第16条 総会は、次の事項を審議し議決する。 
（１）事業及び決算報告 
（２）事業案及び予算案 
（３）会則の改正 
（４）本部役員の選出 
（５）その他の重要事項 
（支部の設置） 
第17条 本会は必要な地に支部を設置することができる。 
２ 支部の運営については支部の決するところによる。 
３ 各支部より最低１名の代議員を選出する。会員数が多数の場合は、概ね 300 人につき１名の割合で代議員を選出する

ことができる。各支部の代議員はしらさぎ会総会の決議権を有する。 
４ 支部の活動につき、予算の範囲内で本部より活動費を補助する。 
（会費） 
第18条 普通会員は入学の際に終身会費として 15,000 円を納入しなければならない。このうち 1,000円は特別会計基本

金に繰り入れる。またその理由が認められた場合のみ在学中に納めることができる。 
（会計年度） 
第19条 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月 31 日をもって終わるものとする。 
（推薦委員会） 
第20条 本会に推薦委員会をおく。 
２ 推薦委員会は理事会及び監事の推薦に関する事項をつかさどる。 
３ 推薦委員は理事会で協議し会長が委嘱する。 
４ 推薦委員の任期は委嘱された日から次期総会の日までとする。 
５ 推薦委員の中から委員長１名を推薦委員の互選によって選任する。 
６ 理事及び監事候補者を推薦しようとする場合は、あらかじめ本人の承諾を得て推薦しなければなら 
ない。 

７ 理事及び監事に立候補しようとする場合は、会員５名以上の推薦を受けて総会の３ヵ月前までに推 
薦委員会に届けなければならない。 

附 則 
（施行期日） 
１ この会則は、昭和27年５月16日より施行する。 
昭和 33 年 3 月改正 
昭和 39 年 3 月改正 
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昭和 45 年 4 月改正 
昭和 51 年 4 月改正 
昭和 58 年 4 月 16 日改正 
昭和 63 年 4 月 16 日改正 
平成 10 年 4 月改正 
平成 22 年 5 月 5 日改正 
平成 23 年 4 月 1 日改正 
平成 24 年 4 月 1 日改正 
平成 27 年 5 月 16 日改正 
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健康生活科学
研究科

健康生活科学専攻
（博士後期課程）

看護学専攻
（修士課程）

人間生活学専攻
（修士課程）

平成　11 11 11

12 10 10

13 8 8

14 11 18 29

15 2 11 12 25

16 7 10 9 26

17 9 13 13 35

18 3 12 15 30

19 3 10 9 22

20 7 15 7 29

21 1 16 10 27

22 3 16 10 29

23 4 16 6 26

24 1 15 3 19

25 8 18 9 35

合計 48 192 121 361

健康生活科学
研究科

健康生活科学専攻
（博士後期課程）

看護学専攻
（博士前期課程）

看護学専攻
（博士後期課程）

共同災害看護学
専攻

（博士課程）

人間生活学専攻
（博士前期課程）

人間生活学専攻
（博士後期課程）

平成　26 1 15 5 4 0 25

　　　27 14 3 12 2 31

　　　28 15 7 10 2 34

　　　29 10 3 5 2 20

　　　30 16 1 1 13 0 31

令和　元 11 4 2 7 1 25

合計 1 81 23 3 51 7 166

　※平成10年4月　　看護学研究科（修士課程）　設置

　　平成13年4月　　人間生活学研究科（修士課程）　設置

　　平成13年4月　　健康生活科学研究科（博士後期課程）　設置

　　平成26年4月　　看護学研究科共同災害看護学専攻（博士課程）　設置

　　　　　　　　　 看護学研究科看護学専攻（博士前期課程・博士後期課程）　設置

　　　　　　　　　 人間生活学研究科人間生活学専攻（博士前期課程・博士後期課程）　設置

年度

看護学研究科 人間生活学研究科

合　　計

Ⅻ　年次別修了者数

年度

看護学研究科 人間生活学研究科

合　　計
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　高知県立大学の施設の概要
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高知県立大学 池キャンパス配置図

池キャンパス

土 地 建 物

区 分 所 在 地 区 分

校 舎 敷 地

運 動 場 用 地

大学駐車場・多目的広場他

高知市池２７５１番地１

本部・健康栄養学部棟
社 会 福 祉 学 部 棟
看 護 福 祉 棟
共 用 棟
看 護 学 部 棟
体 育 館
教 職 員 住 宅
学 生 寮
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応接室
A211

国際
交流
セン
ター
A210

キャリアセンター
ワクワクWork

A109

コピー室
A115

 学生部長室

A221

副学長室

第3会議室

第4会議室
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応接室
A211

国際
交流
セン
ター
A210

キャリアセンター
ワクワクWork

A109

コピー室
A115

 学生部長室

A221

副学長室

第3会議室

第4会議室

健康栄養学部
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1

1

エアー
シャワー
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1

1

エアー
シャワー

学部事務室・
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H/WC

P.S

M/W.C

W/W.C
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Ｗ/ＷＣ

Ｗ/ＷＣ

小講義室
C220

研究室
Ｃ222

研究室
C224

C120
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Ｗ/ＷＣ

Ｗ/ＷＣ

小講義室
C220

研究室
Ｃ222

研究室
C224

C120 Ｗ/ＷＣ

Ｗ/ＷＣ
大学院
自習室3
Ｃ415

大学院博士
自習室
Ｃ329

演習室7
Ｃ326

大学院修士
自習室3
C412
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WC（障害者）
Ｈ/Ｗ.Ｃ

講師
控室
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WC（障害者）
Ｈ/Ｗ.Ｃ

講師
控室

 

 

 

 

 

  

 

 

Ⅾ
 

A
：

北
駐

車
場
 

B
：

西
駐

車
場
 

C
：

南
駐

車
場
：

地
域

連
携
棟

東
駐

車
場
 

D
：

南
駐

車
場
：

地
域

連
携
棟

北
駐

車
場
 

駐 輪 場
 

駐
輪

場
 

西
側

：
自
転
車

専
用

 
東

側
：

バ
イ
ク

専
用
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教
育
研
究
棟
　
１
階
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教
育
研
究
棟
　
２
階
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教
育
研
究
棟
　
３
階
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教
育
研
究
棟
　
４
階
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教
育
研
究
棟
　
５
階
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教
育
研
究
棟
　
６
階
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地
域
連
携
棟
　
１
～
４
階
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